
工 事 名 工 事 名 工 事 名 工 事 名 ： ： ： ： 社会教育総合社会教育総合社会教育総合社会教育総合センターセンターセンターセンター体育館改修工事体育館改修工事体育館改修工事体育館改修工事

一金一金一金一金 円也円也円也円也

工事価格

消費税及び地方消費税

内内内内　　　　　　　　訳訳訳訳

番号 名　　　　称 規　　　　格 数量 単位 単価 金　　額 摘　　　要

Ａ 直接工事費 1 式

直接工事費

Ｂ 共通仮仮設費 1 式

純工事費

現場管理費 1 式

工事原価

一般管理費 1 式

工事価格

消費税相当額 8.0 ％

合　　　計

上富良野町



番号 名           称 摘                要 数   量 単位 単    価 金      額 備 考   

Ａ 直接工事費

1 直接仮設 1  式

2 防水改修 1  式

3 左官改修 1  式

4 塗装改修 1  式

5 金属工事 1  式

6 撤去・改修工事 1  式

合計

( )



番号 名           称 摘                要 数   量 単位 単    価 金      額 備 考   

1 直接仮設

   （  外部  ）

墨出し（外壁改修） ﾀｲﾙ・ﾓﾙﾀﾙ塗替等 1,399  ㎡

養生(外壁改修) 438  ㎡

整理清掃後片付け(屋上防水改修) 露出防水・簡易防水（塗膜・シート） 12.5 ㎡

整理清掃後片付け(外壁改修) 438  ㎡

手すり先行方式

外部枠組本足場 建枠900×1700 2,787  ㎡

布枠500+240

22m以上

手すり先行方式

安全手すり 枠組本足場用 219  ｍ

養生シート 防炎Ⅰ類 2,787  ㎡

小幅ﾈｯﾄ張り 219  ｍ

脚立足場

外部仕上足場 階高4.0m以下 45.6 ㎡

外部枠組本足場

仮設材運搬 手すり先行方式 2,787  ㎡

建枠幅900(二枚布)

安全手すり

仮設材運搬 手すり先行方式 219  ｍ

建枠幅900(二枚布)

仮設材運搬 養生シート 2,787  ㎡

内部仕上足場

仮設材運搬 脚立足場 45.6 ㎡

( )



番号 名           称 摘                要 数   量 単位 単    価 金      額 備 考   

仮設材運搬 小幅ﾈｯﾄ 65.7 ㎡

小計 

再計 

( )



番号 名           称 摘                要 数   量 単位 単    価 金      額 備 考   

2 防水改修

   （  ウレタン防水吹付け  ）

3.0mm吹付、ｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ工法

ウレタン防水吹付け 洗浄､下地処理別途 12.5 ㎡

既存防水層補修 300×300程度 1  ヶ所

   （  シーリング  ）

一般部　ポリウレタン系

シーリング PU-2　15×10 382  ｍ

一般部　変成シリコーン系

シーリング MS-2　15×10 277  ｍ

小計 

再計 

( )



番号 名           称 摘                要 数   量 単位 単    価 金      額 備 考   

3 左官工事

   （  外部  ）

壁 水系　つやあり　上塗り２回

防水形　複層塗材　E　ゆず肌状 下地調整費（C-1）共 1,399  ㎡

小計 

再計 

( )



番号 名           称 摘                要 数   量 単位 単    価 金      額 備 考   

4 塗装工事

   （  屋根  ）

屋根塗替え（金属系） フッ素樹脂(洗浄　ケレン　下塗含む) 2,780  ㎡

鉄鋼面

SOP塗り（糸幅300mm以下） 工程B種　錆止工程B 211  ｍ

軒天 鉄鋼面

DP塗り ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料　B種 270  ㎡

   （  外壁  ）

らせん階段 鉄鋼面

SOP塗り 工程B種　錆止工程B 73.8 ㎡

鋼製建具 鉄鋼面

SOP塗り 工程B種　錆止別途 30.7 ㎡

鋼製建具 鋼製建具面（屋内外）

錆止塗料塗り 工程A種 30.7 ㎡

小計 

再計 

( )



番号 名           称 摘                要 数   量 単位 単    価 金      額 備 考   

5 金属工事

   （  屋根  ）

ケラバプレート 54.0 ヶ所

既存笠木撤去・復旧 一部水切り含む 17.1 ｍ

小計 

再計 

( )



番号 名           称 摘                要 数   量 単位 単    価 金      額 備 考   

6 撤去・改修工事

   （  外壁  ）

弾性タイル

剥離剤工法 環境配慮型（洗浄別途） 1,399  ㎡

高圧ﾎﾟﾝﾌﾟ

高圧ﾎﾟﾝﾌﾟ水洗い 10MPa程度 2,521  ㎡

シーリング撤去 集積共 659  ｍ

0.2≦W≦1.0

ひび割れ補修 エポキシ樹脂自動低圧注入工法 117  ｍ

アンカーピニング、全面エポキシ樹脂注入工法

浮き部補修 一般部ピン13本/㎡ 0.3 ㎡

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填工法

欠損部補修 一般 300×300以下 3  ヶ所

施工数量調査(外壁改修) 仕上塗材改修 1,399  ㎡

( )



番号 名           称 摘                要 数   量 単位 単    価 金      額 備 考   

   （  産廃  ）

発生材積込み ボード・木類、人力 1.5 m3

ダンプトラック　2ｔ

とりこわし発生材運搬 人力、仕上材・材料類 1.5 m3

発生材処分費 建設混合廃棄物 2.8 ｔ

発生材処分費 廃プラスチック類 0.1 ｔ

循環税 0.1 ｔ

小計 

再計 

( )



番号 名           称 摘                要 数   量 単位 単    価 金      額 備 考   

Ｂ 共通仮設費

共通仮設費 1  式

波型亜鉛鉄板

仮囲い H=1.8ｍ　全損、塗装別途 110  ｍ

仮囲い運搬費 H=2.0ｍ 110  ｍ

両開き6000

門・出入口 クロスゲート 存置6箇月、180型 1  か所

仮設鉄板敷 設置費 74.2 ㎡

仮設鉄板敷 撤去費 74.2 ㎡

仮設鉄板敷 共用1日賃料 74.2 ㎡

仮設鉄板敷 整備費 74.2 ㎡

仮設鉄板敷 運搬費 74.2 ㎡

交通誘導員B 56  人

小計

再計

( )



種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　 計　 年　 月

管理建築士
１ 級建築士登録第８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫

図面番号

縮尺表　 紙 －２ ０ １ ４

社会教育総合センター改修工事
株式会社 中原建築設計事務所

社 会 教 育 総 合 セ ン タ ー 体 育 館 改 修 工 事



※ 下記 ●は 、 工 事 対象 範囲 を 示 す 。

項　 目

上記 の 補 強

設備 機器 用 天井 、 壁 、 床 下 地の 開口 及び 開 口補 強

設備 機器 用 天井 、 壁 、 床 仕 上材 の 切 込

設備 用天 井 、 床 点検 口

防火 戸用 煙 感知 器、 自動 閉 鎖装 置

設備 機器 用 基礎

換気 扇等 取 付枠

同上 　 防 雪 フ ー ド

外壁 面入 排 気ガ ラ リ 及び 防 風板

衛 生暖房電 気建 築 備 　 　 　 考

工　 種

構 造種 別

階数

数　 量名 　 　 　 称

ﾙー ﾌﾄ ﾞ ﾚｲﾝ排 水金 物

補 強は 建築

埋 込電 灯、 ｽﾋﾟ ｰ ｶｰ、 ﾌｧﾝ等

補 強は 建築

配 管は 衛生

単位 備　 考

６ ． 施  工 区 分 （ 分 離 発注 の 場 合の み 記入 ）

４ ． 指 定部 分工 事

５ ． 別  途 工 事

１ ． 工  事 場 所

２ ． 特 記事 項の 適 用に つ い て は 次 に よ る 。

１ ． 図 面( 工 事数 量総 括 表を 含む ) 及び 、 こ の 特記 仕様 書に 記 載さ れて い な い 事項 は 、 全て 国 土交 通省 大臣 官 房官 庁営

　 版（ 各工 事編 ） 」 、 「 建 築 物解 体工 事共 通 仕様 書　 平成 １ ８ 年 版」 及び 、 「 北 海道 建設 部 土木 工事 共通 仕 様書 （ 平

５ ． 工 事に 係る 留 意事 項及 び 施工 条件 は 、 次 の と お り と す る 。

４ ． 本 工事 に お け る 工 事監 理 業務 委託 の 有 無 　 　 ＊無 し 　 　 有り

３ ． こ の 特 記仕 様 書に 施工 部 位の 記載 の な い も の は 図 面に よ る も の と す る 。

　 　 ロ ． 特 記事 項 は ○ 印を 塗 り つ ぶ し た も の を 適 用し 、 塗 り つ ぶ し の な い 場 合は ＊印 を つ け た も の を 適用 す る 。

　 　 ハ ． 特 記事 項 で ○ 印を 塗 り つ ぶ し た も の と 、 ○印 の つ け た も の が あ る 場 合は 、 共 に 適 用 す る 。

　 　 ニ ． 特 記事 項 に 記 載の （ 　 　 ） 内 表示 番 号は 、 標 準仕 様 書の 該当 項目 、 該当 図又 は 該 当 表を 示す 。

　 成２ ０ 年 度版 ） 」 に よ る 。

＊

　 　 イ ． 章 は ○ 印 を 、 項目 は 　 印 を 塗 り つ ぶ し た も の を 適 用 す る 。

２ ． 工  事 範 囲 　 　 ※ 下記 ●は 、 工 事 対象 範囲 を 示 す 。

躯体 の 設 備 配管 用の ｽﾘｰﾌﾞ 、 箱 抜等 及 び ﾓﾙﾀﾙ等 の 充填

１ ． 責 任の 所在

　 　 発 注者 が 技 術 提案 を 適 正 と 認め 、 工事 施 工に お い て請負人が こ れ を 採用 し た 場合 に お い て も 、 技 術提 案 に 係わる

　 施工 に 関す る 請負人の 責 任 は 、 軽減さ れ る も の で は な い 。

２ ． 技 術提 案に 係 る 検査

３ ． 技 術提 案に 係 る ペナルテ ィ

　 　 技 術提 案に つ い て 、 請負人が 自ら の 責 に よ り 提案 を 遵守す る こ と が で き な い 場合 は 、 最大８ 点を 工事 施行成績評

　 　 な お 、 請負人の 責め に よ ら な い 場 合と は 、 自然災害又 は 特別 な 事情が あ る 場 合を い い 、 こ の 場合 は 、 発 注者 及び

　 施工 に 関す る 請負人の 責 任 は 、 軽減さ れ る も の で は な い 。

　 　 交代し た主任 （ 監 理） 技 術者 の資格が 、 入札時に 評価し た資格よ り 劣 り 、 評価が 下が る 場合 は 、 工事 成績評定の

　 項目 別評定点 の評定 点合計から ３ 点 を 減点 す る 。

　 　 な お 、 主任 （ 監理 ） 技 術 者の 交代は 、 原則と し て 認め ら れな い が 、 技 術 者の死亡や健康上の 理由、 退職等やむ を

　 （ １ ） 施 工計画

　 　 　 　 請負人の 責め に よ り 、 入札時に 評価し た 施工計画を 履行で き なかっ た 場 合は 、 工 事 成績評定 の 項 目 別評定点

　 　 　 の評定点 合計から 最大 ５ 点 を 減点す る 。

　 （ ２ ） 配 置予定 技術 者

　 　 　 　 交代し た主任 （ 監 理 ） 技 術者 の資格が 、 入札時に 評価し た資格よ り 劣り 、 評価が 下 が る 場合 は 、 工 事成績評

　 　 　 定の 項目 別評定 点の評定点 合計から ３ 点を 減点 す る 。

　 　 　 　 な お 、 主任（ 監理 ） 技術 者の 交代は 、 原則と し て 認め ら れな い が 、 技術 者の死亡や健康上の 理由、 退職等や

　 　 　 む を 得な い 理由で 交代を 認め た 場合 に お い て も 減点 を 行う 。

　 得な い 理由で 交代を 認め た 場合 に お い て も 減点 を 行う 。

　 　 施 工計画審査タ イ プ 該 当 　

　 　 施 工実績審査タ イ プ 該 当 　 　 　

　 　 施 工計画に 係 る 技 術提 案 は 、 工事完了後に お い て履行状況の 検査を 行う 。

　 請負人が 別途協議し て決定 す る 。

　 定評点採点表 の評定 点合計から 減点 す る も の と し 、 そ の 内訳は以下 の と お り と す る 。

１ ． 責 任の 所在

２ ． 技 術提 案に 係 る ペナルテ ィ

　 　 発 注者 が 技 術 提案 を 適 正 と 認め 、 工事 施 工に お い て請負人が こ れ を 採用 し た 場合 に お い て も 、 技 術提 案 に 係わる

１ .道産材等の優先使用

（ ３ ）　 　 技能士は 、 適用 す る 工事作業中、 １ 名以上 の 者 が 自ら 作業 す る と と も に 、 他の 技能者

使用 す る こ と 。

　 ま た 、 木材 の 合法性の証明は 、 「 木材 ・ 木 材製品の 合法性、 持続可能性の証明の た め の

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

（ １ ）

１ 部

３ 部

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

（ ６ ）

　 設計図 書等 に 指定 さ れ て い な い 特 別な 材料の 工法は 、 当 該製品の 指定 工法と す る 。

　 建 築基 準法に 定め ら れ た 区 分 等

　 工程写真及 び完成写真は 、 北 海道 建設 部監修営繕工事 記録写真撮影要領に よ る 。

し を 上 記（ １ ） の 書 面 に 添付す る 。

（ ２ ）

　 本 工事 の資材 等に 係る 環境物品等 の調達は 、 北海 道グ リ ーン 購入 基本方針に 基づ く 平 成

　 木 材又 は 、 木 材を 原料と す る 資材 を 使用す る 場合 は 、 間伐材や合法性の証明さ れ た 材 を

　 に よ り 監督職員に 報告す る 。

　 　 た だ し 、 作業の軽微な も の は 、 監督職員と の協議に よ り 省略す る こ と が で き る 。

　 ＜職種＞

　 　 型枠 施工 ・ 鉄筋施工 ・ 防 水 施工 ・ 内 装仕 上 施工 ・ サ ッ シ 施 工 ・ ガ ラ ス施工 ・ 表 装 ・ 塗

　 　 装 ・ 建築 板 金 ・ ス レ ー ト 施 工 ・ 石材 施工 ・ 建築 大工 ・ と び ・ 左官 ・ ブ ロ ッ ク 建 築タ イ

　 　 ル張・ Ａ Ｌ Ｃ パ ネル施工 ・ カ ーテ ン ウ ォ ール施 工 ・ 造園・ 樹脂接着剤注入 施工 ・ コ ン

　 　 ク リ ー ト 圧送施 工 ・ れんが積み 施工 ・ 冷凍空気調和機 器施 工 ・ 建築 配 管 ・ 熱絶縁施 工

　 　 ・ 建 築板 金 （ ダ ク ト 板金 ）

　 　 技能士は 、 職業能力開発促進法に よ る １ 級、 ２ 級若し く は 単一等級の資格を 有 し 、 地

　 域技能士会の 発行す る 資格証明書 又は 、 技能検定 合格書 の写し 或い は 、 技能士手帳の写

　 に 対し て 、 施 工品質の向上 を 図る た め の作業 指導を 行う 。

　 請負人は 、 標 準仕 様書 に 定め ら れ た安全確保及び環境保全等 のほか 、 特 に 次 の 事 項に 留

意し 、 工 事現場 の 事故防止に 努め る 。

　 　 工事現場 の安全パ ト ロ ールの励行を 行う 。

　 　 建設 機械器具な ど の危害防止処置の徹底を 行う 。

　 　 第三者に 災害を 及ぼ し て は な ら な い 。

　 　 公害防止に 努め る 。

　 　 善良な 管 理 者の 注意 を も っ て し て も 、 災害又は公害の 発生 の恐れが あ る 場 合の処置 は 、

　 監督職員と 協議す る 。

（ １ ）

　 請負人は ､工 事の 施 工中の 交 通事故防止の た め交 通安全 管理 に 努め ､次 の 事項 を 遵守す る 。

　 　 着工 す る に 当た り 、 出来る だ け 速やかに 工 事の 施工中の 交 通安全管 理計画を 策定し 監

　 督職員に 提出す る 。

　 　 な お 、 計画の策定は資材搬出入運行路線・ 点検 体制・ そ の他車両運行に 係 る 安全対策

　 等 に つ い て 道路管 理者 及び 管轄警察署等と 十分な 事前協議を 行い 、 以後も 常に 連絡を 密

　 に と り な が ら 適切 な処置を 講じ る も の と す る 。

　 　 常に 下請負人も 含め工事 施 工中の 交 通安全 管理状況の把握に 努め 、 管 理状況を 適宜監

　 督職員に 報告す る 。

　 　 工事 に 関連し て 交通 事故が 発生 し た と き は速やかに 監督職員に 報告す る 。

　 　 運送に は 、 適法業者 を 選定 す る な ど し て 、 過積載又 は過労運転等に 伴う 交 通事故防止

　 に 努め る 。

　 　 建設 機械 （ ﾌﾞ ﾙﾄ ﾞ ｰ ｻ゙ ｰ , ﾊ゙ ｯｸﾎｳ等 ） は 、 排出ガ ス対策型を 使用し 、 かつ 、 低騒音型の車

　 両を 使用す る こ と 。

　 工 事完成時の 提出図書 等は 、 次に よ り 監督職員に 提出す る 。

　 　 完成 図

　 　 完成原図 の陽画複写図（ 青焼き ） 八ッ 折　 [  　 教育庁 物件 １ 部    そ の他の 物 件 ２ 部 ]

　 　 完成原図 の陽画複写図（ 青焼き ） を 製本 し た も の

　 　 完成第２ 原図Ａ ３ 版 の陽画複写図（ 青焼き ） を 製本 し た も の

１ 部

　 　 Ｃ Ａ Ｄ デー タ の貸与　 　 ＊ 有り 　 　 　 無 し

　 　 ※Ｃ Ａ Ｄ データ の貸与有 り の 場 合

　 　 そ の他、 必要と す る 書類に つ い て は 、 監督職員の 指 示 に よ る 。

（ ２ ）

（ ３ ）

（ １ ）

（ ２ ）

受入先 ：

住所 　 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

受入先 ：

住所 　 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

受入先 ：

住所 　 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

（ ４ ）

受入先 ：

住所 　 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

住所 　 ：

受入先 ：

受入先 ： （ 　 　 ｋ ｍ ）

住所 　 ：

　 な お 、 下記 の 内容を 変更す る 場合 は 、 別途 、 監督職員と 協議を す る 。

（ ３ ）

　 再資源化を 図 る も の （ 特 定建 設資材廃棄物）

　 　 引き 渡し を 要す る 範 囲は 次 に よ り 、 監督職員の 指示 す る 方法及 び 位 置 に 堆積、 整理 し

　 所 定の 発生 材報告書に よ り 監督職員に 報告す る 。

　 　 引き 渡し を 要す る 範 囲 ：

　 　 請負人が処分す る 有価物 の 範囲 は 次 に よ る 。

　 　 有価物の 範 囲 ：

　 　 な お 、 有価物は 、 次 の登録又は許可業者 で 処分 す る こ と 。

　 　 　 ①　 廃棄物再生事 業者登録 （ 知事登録 ）

　 　 　 ②　 金属 く ず商許可業 者 （ 警察許可 ）

　 請負人は 、 工 事施 工に お い て 、 自ら 立案実施 し た創意 工夫や技術力に 関す る 事項 に つ い

て 工 事完了時ま で に 所定 の 様式に よ り 提出す る こ と が で き る 。

　 発 生材 の処理 等は 次に よ り 、 「 建 設工 事に 係 る 資材の再資源化に 関す る 法律 」 （ 以下 「

建設 リ サ イ ク ル法 」 と い う ） 、 「 資源の 有効な利用 の促進に 関す る 法律 」 （ 以下「 リ サ イ

ク ル法 」 と い う ） 、 「 廃棄物 の処理 及び清掃に 関す る 法律 」 等 の関係法令及び 「 建 設副産

物適 正処理推進要綱 」 に 従い 適 切に 処理 す る 。

　 　 ま た 、 搬出を 行っ た 場合 は 、 受入伝票又 は マ ニ ュ フ ェ ス ト 伝票等、 及 び許可書 等の写

　 し を 監督職員に 提出す る こ と 。

　 　 特別 管理型産業廃棄物

　 種類：

　 処理方法 ：

　 種類：

　 処理方法 ：

　 種類：

　 処理方法 ：

　 ア ス フ ァ ルト ・ コ ン ク リ ー ト 塊

　 建 設発 生木 材

　 ※ 　 設計上 、 特定 建設資材廃棄物 は 発 生し な い 場 合で 、 請負人の都合 に よ り 実際に 特 定

　 　 建設資材 を 発生 さ せ 、 廃棄物と し て処分 す る 場 合は 、 当該 特定 建設資材廃棄物 の再資

　 　 源化等実施方法の確定後に 、 工 事監督員の確認 を 受け る こ と 。

　 ・ 風速 （ Ｖ ｏ ＝　 　 　 　 　 ｍ ／ｓ ） 　 ・ 地 表 面粗度区 分 （  　 Ⅰ　 　 Ⅱ　 　 Ⅲ　 　 Ⅳ ）

　 ・ 垂直積雪 量 （ 　 　 　 　 　 　 ｃ ｍ ）

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 　 完成 図の第２ 原図Ａ ３ 版 （ ５ ０ ％縮小 ）

　 　 　 　 新営 工 事　 （ 位 置図 ・ 配置 図 ・ 面積表 ・ 平 面図 ）

　 　 　 　 改修工 事　 （ 位 置図 ・ 配置 図 ・ 面積表 ・ 改修概要表 ・ 改修後平 面 図 ・ 立面 図等 ）

　 　 保全 に 関す る 資料 （ 提出部 数　 ＊１ 部　 　 　 　 　 　 部 ）

　 　 　 ＊完成 図Ｃ Ａ Ｄ データ 及 び Ｐ Ｄ Ｆ デー タ 　 　 Ｃ Ｄ －Ｒ に よ る 。

２ . 環境物品等の調達

３ .合法木材の使用

４ .特別な材料の工法

５ . 品質計画

６ .工事写真

７ .技能士

８ .施工中の安全確保及び

　  環境保全

10.工事完成時の提出図書

　  等

11.高度技術・ 創意工夫

12.発生材の処理等

　 　 設計原図 の貸与　 　 　 　 ＊ 有り 　 　 　 無 し

９ .交通安全管理

努め る 。

　 本 工事 に 使用 す る 主要資材 は 、 道産資材及 び 北海 道認 定 リ サ イ ク ル製品を 使用す る よ う

　 　 技能士の 適 用は 次の職種 と し 、 従事 す る 技能士の氏名 ・ 職種及 び資格を 記 載し た 書 面（ １ ）

ラ イ ド ラ イ ン 」 （ 平 成１ ９ 年 ２ 月林野庁 ） に 準拠し 、 資材納入 業者から 証明を 受け る と と

も に 、 証明書類を 工 事完了年 度から 起算し て ５ 年間保存す る こ と 。

（ １ ）　 　 労働者の安全衛 生教育の徹底を 行う 。
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２ ２ 年度環境物品等調達方針に よ り 行う よ う 努め る 。

章 項　 　 　 　 目 特　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項 章 項　 　 　 　 目 特　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項

　 　 　 　 産業廃棄物収集運搬車

　 　 　 　 業者 名 　 　 　 　 （ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○　 ○　 ）

　 最終処分

受入先 ：

住　 所 ：

　 最終処分

受入先 ：

住　 所 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 最終処分

受入先 ：

住　 所 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 最終処分

受入先 ：

住　 所 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 最終処分

受入先 ：

住　 所 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 最終処分

受入先 ：

住　 所 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 最終処分

受入先 ：

住　 所 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 最終処分

受入先 ：

住　 所 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 最終処分

受入先 ：

住　 所 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

受入先 ：

住　 所 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 自主施 工期間中は 、 低温時施 工に よ り 品質管 理上支障の起こ す恐れの な い 工 種は 、 こ れ

を 積極的に 活用 で き る 。

＜工 種＞

　 コ ン ク リ ー ト ・ 屋外防 水 ・ 屋上防 水 ・ タ イ ル・ 左官 ・ 塗 装 ・ 緑化工事そ の他こ れ に 類す

　 工 事施 工に 際し て は 、 職業安定機関と 密接な連携を 図 り 、 季節労働者 な ど の雇用 の拡大

に 努め る 。

　 下請負人及 び資材 業者 に 対 す る 支払い は現金払い と し 、 やむ を 得ず手形払い と す る 時は 、

当該手形期間を 短 く ( ９ ０ 日以内） す る よ う 努め る 。

　 工 事着手から 完成引渡ま で の間を 契約金額に 相当 す る 保険等 に 加入す る も の と す る 。

　 魅力あ る 建 設 工事 を 推進す る た め 、 工 事現場 の環境改善に 努め る 。

　 工 事現場に は 「 建 設業退職金 共済制度 適 用事 業主工事現場」 の 標識を 掲示す る 。

平成 　 年 　 月　 日～平 成　 年　 月　 日

工　 　 事　 　 標 　 　 識

1, 200

1, 350

（ 電話 ） ××局××××

○○ ○○ ○現場 事務 所

○○ ○ ○○ 設計事務 所 （ 注 ２ ）

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

理場 に 搬入さ れ る 場 合で も 残さ 等が 発生 し 、 最終処分場 に 搬出さ れ る 場 合 は 、 循環税が課

税さ れる の で 適 正に 処理 す る 。

（ ４ ）

（ ６ ）

（ ７ ）

（ ８ ）

工事 監理 者

工  事 名

発  注 者

工 事期間

請  負  人

設  計  者

工 事現場

連  絡  所

　 る 工事

　 た だ し 、 支障の起こ す恐れ の あ る 次の 工 種は 、 工法等 を 監督職員と 十分協議の 上 、 施 工

す る も の と す る 。

　 請負人は 、 着工後速やかに 公衆の見やす い 場 所に 工事 標識を 掲示 す る 。

　 　 そ の他の 発 生材

　 種類：

　 　 中間処理

　 種類：

　 種類：

　 種類：

　 種類：

　 種類：

　 種類：

　 種類：

　 種類：

　 種類：

　 　 中間処理

　 　 中間処理

　 　 中間処理

　 　 中間処理

　 　 中間処理

　 　 中間処理

　 　 中間処理

　 　 中間処理

　 　 中間処理

　 　 建設廃棄物 の収集 ・ 運搬は 、 産業廃棄物収集運搬業 の許可を 受け た 者 と す る 。

　 　 当該運搬車に は 、 次 に 掲げ る 表 示を 行い 、 建設 省令で 定め る 書 面を 備え付 け る こ と 。

　 　 　 　 許可番 号　 　 　 　 　 ×　 ×　 ×　 ×　 ×

　 　 「 建 設リ サ イ ク ル法 」 対 象 工事 及び 「 リ サ イ ク ル法 」 で 定め ら れた 次 の資材の搬入 、

　 副産物 の搬出が あ る 工 事は 、 工事着手時に 再生資源利用 ・ 利用促進計画書を 提出し 、 ま

　 た 、 工 事完了時に 再生資源利用 ・ 利用促進実施書 を 提出す る こ と 。

　 　 リ サ イ ク ル法で 定め ら れ た一定規模以上の 工事 （ 次 表 の一つ で も 該 当 す る も の ）

　 本 工事 で 発 生 す る 産業廃棄物 が 、 道内 の最終処分 場に 直接搬入さ れる 場 合、 又は中間処

　 　 本工 事が 北 海道 の実施す る 公共 事業労務費調査の 対 象 工事 と な っ た 場 合、 請負人は 、

　 調査票等に 必要事 項を 正確に 記入 し 北 海 道に 提出す る 等 、 必要な協力を 行わな け れば な

　 ら な い 。 ま た 、 本 工事 の 工期経過後に お い て も 、 同様 と す る 。

　 　 調査票等 を 提出し た 事業 所 を 北 海道 が 事後に 訪問し て行う 調査・ 指導の 対 象に 請負人

　 が な っ た 場 合 、 請負人は 、 そ の実施に 協力し な け れば な ら な い 。 ま た 、 本工 事の 工期経

　 過後に お い て も 、 同様 と す る 。

　 　 公共 事業労務費調査の 対 象 工事 と な っ た 場 合に 正確な調査票等 の 提出が行え る よ う 、

　 請負人は 、 労働基 準法等に 従っ て就業規制を 作成 す る と 共に 賃金台帳を 調製・ 保存す る

　 等 、 日頃よ り 使用 し て い る 現場労働者 の賃金時間管理 を 適切 に 行っ て お かな け ればな ら

　 な い 。

　 　 請負人が 本 工事 の一部に つ い て 下請契約を 締結す る 場 合、 請負人は 、 当該 下請工事 の

　 受注者 （ 当 該 下請工事 の一部 に 係 る 二次以降の 下請負人を 含 む 。 ） が前３ 項 と 同 様の義

　 務 を 負う 旨を 定め な け れば な ら な い 。

合計

２ ０ ０ ｔ 以上

　  進税

14.自主施工期間の施工条

   件

15.季節労働者などの雇用

16.下請負人等への支払い

   の適正化

17.火災保険等

18. 現場環境改善

19.建設業退職金共済制度

20.工事標識

21. 公共工事労務費調査に

   対する協力

13.北海道循環資源利用促

 次の よ う な 建築資材 を 搬入 す る 工事

 １ . 土砂･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･１ ， ０ ０ ０ ｍ ３ 以上

 ２ . 砕石 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･５ ０ ０ ｔ 以上

 ３ . 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物 ･ ･２ ０ ０ ｔ 以上

 次 の よ う な 指 定副資産物 を 搬出す る 建設 工事

 １ . 土砂･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･１ ， ０ ０ ０ ｍ ３ 以上

 ２ ． コ ン ク リ ー ト 塊

　 　  ア ス フ ァ ルト

 　 　 コ ン ク リ ー ト 塊

　 　  建設 発生 木材

再生資源利用促進計画書再生資源利用計画書
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受入先 ：

（ ５ ）

受入先 ：

住所 　 ：

受入先 ：

住所 　 ：

受入先 ：

住所 　 ：

住所 　 ：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

（ 　 　 ｋ ｍ ）

（ 　 　 ｋ ｍ ）

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 　 再資源化を 図る も の （ 特 定 建設資材廃棄物以外 ）

　 種類：

　 種類：

　 種類：

　 種類：

（ 　 　 ｋ ｍ ）

　 最終処分

章 項　 　 　 　 目

ホルムア ルデ ヒ ド ０ ． ０ ８ ｐ ｐ ｍ 　 　 （ 　 　 １ ０ ０ μｇ /ｍ ３ ）

ト ルエ ン

キ シ レ ン

エ チルベン ゼ ン

ス チ レ ン

０ ． ２ ０ ｐ ｐ ｍ 　 　 （ 　 　 ８ ７ ０ μｇ /ｍ ３ ）

０ ． ８ ８ ｐ ｐ ｍ 　 　 （ ３ ， ８ ０ ０ μｇ /ｍ ３ ）

０ ． ０ ５ ｐ ｐ ｍ 　 　 （ 　 　 ２ ２ ０ μｇ /ｍ ３ ）

（ １ ）

厚生労働省 の 指針値 （ ２ ５ ℃の 場 合）測定 対象化学物質

　 　 濃度測定 （  　 行う 　 　 　 行わな い ）

　 　 測定 機器 　 　 原則パ ッ シ ブ 型採取機 器 と す る 。

　 　 測定回数 　 　 ＊ １ 回　 　 　 ２ 回

０ ． ０ ７ ｐ ｐ ｍ 　 　 （ 　 　 ２ ６ ０ μｇ /ｍ ３ ）

　 　 測定時期　 　 ※測定 を 行う 時期は 、 監督職員の 指示 に よ る 。

定を 行う 場合 は 、 厚生労働省の 指針値以下 で あ る こ と を 確認の 上、 報告す る こ と 。

　 　 測定箇所 　 　 （ 　 　 ） 箇所 　 　 ※測定 す る 位置 は 、 図 示に よ る 。

空気汚染対策に 配慮し な け れば な ら な い 。 請負人は 、 次 の室内空気中の化学物質の濃度測

（ ２ ）

（ ３ ）

（ １ ）

階

階

階

配筋完了時

躯 体完了時

鉄骨建方完了時

　 　 　 　 完了時

　 　 　 　 完了時

基礎 工事

（ ２ ）

（ ３ ）

実施対 象建 物 名称 実施 部位 実施時期

　 　 建築 材料等 の 留 意点

　 有 し て い な い も の を 基 本 と す る ほか 、 次 の １ ） から ３ ） を 満た す も の と す る 。

　 　 合板／木質系フ ロ ー リ ン グ／構 造用パ ネル／集成材／単板積層材／Ｍ Ｄ Ｆ ／パーテ ィ

　 　 ク ルボー ド ／そ の他の 木質建材／ユ リ ア 樹脂板／壁紙／保温材／緩衝材／断熱材／接

　 　 着剤／塗料／仕 上材料／表 面処理用 木 材保存 （ 防腐 ・ 防蟻 ） 剤

　 さ せる こ と 。

　 ※ １ 　 化学物質を 発散す る 建 築材料等

　 　 換気 の励行

　 　 施工時、 施 工後の 通 風 、 換 気を 十分 に 行い 、 室内に 発散し た化学物質等を 室外 に 放出

　 　 中間検査の実施

　 　 本工 事に お い て 、 次 の段階 で 中間検査を 実施す る 。

　 る 。

　 　 測定方法　 　 厚生労働省の 示し て い る 測定方法に よ る 。

　 　 本工 事に 使用す る 化学物質を 発散す る 建築 材料等（ ※ １ ） は 、 測定 対 象化学物質を 含

　 １ ） ホルムア ルデ ヒ ド 発散建 築材料に 指 定さ れて い る 材料は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 又 は Ｊ Ａ Ｓ に 定め

　 　 ら れ た Ｆ ☆☆☆☆を 使用す る 。 た だ し 、 Ｆ ☆☆☆☆の 材料が な い 場 合 は 監督職員と 協

　 　 議す る こ と 。

　 ２ ） 接着剤は 、 フ タ ル酸ジ ー ｎ －ブ チル及び フ タ ル酸ジ ー ２ －エ チルヘキ シ ルを 含有 し

　 　 な い難揮発性の可塑剤を 使用し て い る 環境対応型 （ 配慮型 ） の も の と す る 。

　 ３ ） 家具、 建具類及び二次製品は 、 測定 対象化学物質を 含有 し な い か含 有が極め て少な

　 　 い も の と す る 。

24.室内空気中化学物質の

   濃度抑制

25. 中間検査の実施

　 　 　 　 　 　 　 　 な お 、 学校施 設に お い て は 、 測定時の室温の 設定 に つ い て 監督職員の 指

　 　 　 　 　 　 　 示に よ る 。

　 　 上記 のほか 、 発 注者 が中間検査の実施 を 必要と 認め た 場合 は 、 別途文書に よ り 通知 す

　 　 請負人は 、 中間検査実施可能日に つ い て 、 そ の １ ４ 日前ま で に 監督職員に 報告し 、 検

　 準 備す る 。

　 査に 際し て 「 営繕工事中間検査実施基 準 」 （ 北海 道建 設 部建 築局 ） に 掲げ る 関係資料を

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

　 　 請負人は 、 暴力団員等 に よ る 不当要求又は 工事 （ 業 務 ） 妨害 （ 以下 「 不当介入 」 と い

　 う 。 ） を 受け た 場 合は 、 断固と し て こ れ を 拒否し な け ればな ら な い 。

　 　 ま た 、 不当介入 が あ っ た時点で 速やかに 警察に 通報す る と と も に 、 捜査上必要な協力

　 を 行わな け ればな ら な い 。

　 　 請負人は 、 前記 に よ り 警察へ通報を 行っ た際に は 、 速やかに そ の 内容を 監督職員に 報

　 告し な け れば な ら な い 。

　 　 請負人は 、 暴力団員等 に よ る 不当介入 を 受け た こ と に よ り 、 工程に 遅れが 生じ る 等 の

　 被害が 発生 し た 場 合は 、 監督職員と 協議す る も の と す る 。

26.暴力団員等によ る不当

   介入を受けた場合の対

   応

　 　 　 　 　 　 　 　 測定時の 平均室温が ２ ０ 度に 満た な い 場 合は 、 厚生労働省が 示す温度 、

　 　 　 　 　 　 　 濃度 の 補 正 を 行い確認す る こ と 。

　 　 　 　 　 　 　 湿度 に よ る 濃度 補正 （ ホルムア ルデ ヒ ド ） を 行う こ と と し て 示 す式に よ り 、

　 本 工事 に 際し て は 、 施 設利用 者の健康と 快適性を 確保す る 観点から 化学物質に よ る 室内

　 測定対 象化学物質の 種類及び 指針値

　 建 設業法に 基づ く 施工 体制台帳を 作成 し 、 施 工管 理体制に 関す る 事項 を 監督職員に 提出

し な け ればな ら な い 。 （ 対 象工 事 ： 工事 １ 件の請負代金額が ２ ０ ０ 万以上 の 工 事）

23.施工体制台帳の整備

　 請負人は 、 受注時、 変更時及 び完了時に ( １ ０ 日以内) 工 事実績情報シ ス テム （ Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ

Ｎ Ｓ ） に 基づ き 、 「 工事カ ルテ 」 を 作成 し 、 監督職員の確認を 受け た後に 、 （ 財 ） 日本 建

設情報総 合セ ン タ ー に 登録申請し な け れば な ら な い （ た だ し 、 請負代金額５ ０ ０ 万円以上

２ ， ５ ０ ０ 万円未満の 工 事 に つ い て は 、 受注時の み登録す る も の と す る 。 ） 。 ま た 、 同セ

象工 事 ： 請負代金額５ ０ ０ 万円以上 の 全 工 事）

ン タ ー 発行の 「 工事カ ルテ受領書」 の写し を 監督職員に 、 提出し な け れば な ら な い 。 （ 対

22.工事実績情報の登録

　 繕部 監修 「 公共 建築 工事 標 準仕 様書 　 平 成 22年 版（ 各工 事 編） 」 、 「 公共 建築改修工事 標 準仕 様書 　 平 成 22年
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　 注 １ 　 各市町村名 の担当課を 記載 す る 。

　 注 ２ 　 設計及 び 工 事監 理を 設計事 務所 に 委託 し た 場合 、 事務 所名 も 併せて 記 載す る 。

○○ ○ ○○ 設計事務 所 （ 注 ２ ）

（ 注 １ ）

特記仕様書　

種別 図面番号

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　 計　 年　 月

管理建築士

縮尺
意匠

１ 級建築士登録第８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

Ｎ Ｏ Ｎ
Ａ

改修工事特記仕様書（ 1）

㎡

２ ０ １ ４

社会教育総合センター 屋根・ 外壁改修工事

空知郡上富良野町緑町１ 丁目

RC造2階

S造1階

　 公共工 事の品質確保の た め に 、 重点的な 監督業務 の 対 象 工事 に 指 定さ れ た 場 合は 、 「 建

設部 建築局営繕工事重点 監督実施要領 」 を 適用 す る 。

　 な お 、 対象 工 事に 指定 し た 場 合は 、 別 途文書 に よ り 通 知 す る 。

イ ド ラ イ ン 」 と い う 。 ） に 基づ き 、 工事 書類を 電子成果品と し て納品す る 。

　 　 電子納品の 対象 書類は 、 工 事写真及 び完成 図面 を 基 本 と す る が 、 詳細に つ い て は 「 ガ

　 イ ド ラ イ ン 」 を 参考に し 、 監督職員と 協議の 上、 決定 す る も の と す る 。

　 　 情報共有

　 １ ） 情報共 有 の 対 象書類は 「 ガ イ ド ラ イ ン 」 に 示 す と お り と す る が 、 詳細に つ い て は 監

　 　 督職員と 協議の 上、 決定す る 。

　 ２ ） 本 工事 に お け る 情報共有 は 、 電子メ ールを 利用す る 。 な お 、 請負人側の 通信環境な

　 　 ど から 、 施 工 ・ 管理 す る 上 で 効率化が期待で き な い 場 合は 、 監督職員と の協議に よ り

　 　 デー タ 授受の方法やデータ 種類を 決定 す る 。

　 　 要領・ 基 準

　 　 電子納品は 、 「 ガ イ ド ラ イ ン 」 に 基づ き 実施す る ほか 、 特 に 記 載の な い限 り 国 土交 通

　 省 の 各 電子納品要領 （ 案 ） 及 び関連基 準 （ 案 ） を 準用 す る 。

　 　 電子納品・ 情報共有実施に 伴う 環境整備

　 １ ） 請負人は 、 電子納品及び情報共有 を 行う に あ た り 、 必要な ハ ー ド 環境及 び ソ フ ト 環

　 　 境を 予め保有し て い る 、 又 は手配可能で あ る こ と 。

　 ２ ） 本 工事 の契約締結後、 請負人は 「 ガ イ ド ラ イ ン 」 に 基づ き 、 着手時チ ェ ッ ク シ ー ト

　 　 に よ り イ ン タ ーネ ッ ト 環境や利用ソ フ ト 、 情報共有 対 象書類、 電子納品対 象書類等 に

　 　 つ い て 監督職員と 協議す る こ と 。

　 　 電子納品

　 　 本工 事の 電子納品対 象 書類は 、 電子媒体（ Ｃ Ｄ －Ｒ ） に よ り ２ 部を 電子成果品保管帳

　 に 格納し て 提出す る 。

　 　 調査への協力

　 　 請負人は 、 電子納品及 び情報共 有等 に 関し 、 監督職員から 調査依頼が あ っ た 場 合、 特

　 段の 理由が な い限 り そ の調査に 応じ な け れば な ら な い 。

　 　 電子納品及 び情報共 有 の遂行に あ た り 疑義が 生じ た 場 合は 、 監督職員と 十分協議す る

　 こ と 。

　 　 そ の他

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

（ ６ ）

（ ７ ）

　 　 電子納品の 対象 書類

　 北 海道 建設 部 建築局制定 の 「 営繕工事 電子納品運用ガ イ ド ラ イ ン （ 案 ） 」 （ 以下 、 「 ガ29.電子納品

   施

27.重点的な監督業務の実

28.特定住宅瑕疵担保責任

   の履行の確保等に関す

   る法律への対応

　 受注者 は 、 「 特定住宅瑕疵担保責 任の履行の確保等に 関す る 法律 」 に 基づき 、 保険への

加入 又は保証金 の供託を 行う こ と 。
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Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

工事概要及び範囲

各　 工　 事

総合評価方式に よ る 必要事項

社会教育総合センター改修工事

特　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項

社会教育総合センター改修工事

1

北清ふらの

富良野市字学田三区

26

建設混合廃棄物

北清ふらの

富良野市字学田三区

26

廃プラ

4, 966. 37

（ ２ ） 指 定工期　 　 平成 ２ ６ 年　 ９ 月　 １ 日　 以降の着手と す る

（ １ ） 工 事範 囲

北側面、 東側面の枠組足場設置

３ ． 建 設工 事に 係 る 資材の再資源化に 関す る 法律の 対 象の 有 無　 　 ○ 有り 　 ●無 し



ＮＯＮ

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中 原 建 築 設 計 事 務 所

図面番号

縮尺
Ａ意匠

改修工事特記仕様書 （ 2 ）２０１４

社会教育総合セン ター改修工事

2

打継目地 ・ 押出成型板ジ ョ イ ン ト 目地 ・ 建具廻 り ・ アル ミ 水切 り

図示

図示

吹付

複層仕上塗材 防水型複層塗材Ｅ

　 片 面

＊無 し＊軽 量鉄 骨

＊ せ っ こ う ボ ー ド （ ＊9 . 5 　 　 　 　 ）

　 Ａ 種 (二本 構 リ フ ト 等 ) 　 ＊ Ｂ 種 ( ト ラ ッ ク ク レ ー ン 等 )

章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項

＊設 け な い

　 ゴ ム 長靴 ・ 雨 合羽 ・ 保護帽 ・ 懐 中電灯 ・ 安全 帯

　 机 ・ 椅子 ・ 書 棚 ・ 黒 板 ・ 寒 暖計

　 請 負者加 入電 話 の 子 機

　 衣 類 ロ ッ カ ー ・ 暖房 機器 ・ 消火 器 ・ 湯 沸器 ・ 掃除機

＊設 け る

　 構 内既存 の 施 設 　 　 　 利用 で き る 。 （ ＊  有償 　 　 無 償 ） 　 　 ＊利 用 で き な い 。

　 構 内既存 の 施 設 　 　 　 利用 で き る 。 （ ＊  有償 　 　 無 償 ） 　 　 ＊利 用 で き な い 。

(2 . 2 . 1)（ １ ）

（ ２ ）　 外 部足場 ： ＊ Ａ 種 (枠組 ) 　 　 Ｂ 種 (単管 ) 　 　 Ｃ 種 ( ゴ ン ド ラ ) 　 　 Ｄ 種 (移 動式 )

（ ３ ）　 災 害防止

（ ４ ）

　 　 金網張 　 　 金網式 養生枠 　 　 養生 シ ー ト （ 　 　 防 炎Ⅰ 類 　 　 防炎Ⅱ 類 ）

(表2 . 2 . 2)　 材 料 の 運 搬

　 Ｃ 種 (既存 Ｅ Ｖ 利 用 ) 　 　 　 Ｄ 種 (既 存階段 ) 　 　 Ｅ 種 (登 り 桟 橋等 )

(2 . 3 . 1 )（ １ ）　 既 存 ブ ラ イ ン ド 、 カ ー テ ン 等 の 養生及 び 保管 　 　 行 う 　 　 ＊行 わ な い

　 養 生 の 方 法

　 保 管場所

　 家 具等 の 移動 　 　 行 う （ 図 示 ） 　 　 ＊ 行 わ な い（ ２ ）

(2 . 3 . 2 　 表2 . 3 . 1 )　 仮 設間仕 切 り 等 の 種 別

　 ＊ 仮設計 画図 に よ る 。

　 木 下地

　 単 管下 地

＊木 製扉

　 鋼 製扉

　 Ａ 種

　 Ｂ 種

　 Ｃ 種

仮設 扉

　 合 板 （ ＊9 . 0 　 　 　 　 ）

　 防 炎 シ ー ト

＊合 板張 り 程度

＊片 面 フ ラ ッ シ ュ 程度

種 別 材 　 　 質下 　 地 充 填材 塗 　 装

厚 さ 　 　 　 ㎜

＊無 し

　 有 り

　 建 設機械 及 び 車両等 の 出入 り の 際 に は 、 出入 口 に 作 業員 を 配置 し 、 一 般通行 者及 び 一般 車

両 の 安全 を 図 る こ と 。

　 建 設機械 及 び 車両等 の 出入 り の 際 に は 、 適宜 作業員 を 配 置 し 、 敷地外 の 道路 等 を 泥等 で 汚

し た 場合 に は 、 速 や か に 清掃 を 行 う こ と 。

　 　 － 　 　

　 　 － 　 　

　 　 － 　 　

　 　 － 　 　

　 －

　 (3 . 2 . 2)

(3 . 2 . 5)

（ Ｐ ０ Ａ Ｓ 、 Ｐ ０ Ａ Ｓ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｄ 、 Ｐ ０ Ｄ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｓ 、 Ｐ ０ Ｓ Ｉ 、 Ｐ ０ Ｘ 工法 の 場 合 ）

(3 . 2 . 6)

　 改 修工事 標準 仕様書 ３ ． １ ． ３ （ ｅ ） （ １ ） ～ （ ３ ） に よ る 。

　 補 修箇所 の 形 状 、 長 さ 、 数 量等 　 　 ＊ 図示

　 ＊ 除去 す る 　 　 除去 し な い

　 ＊ 設 け る 　 　 設 け な い

(3 . 2 . 6)

（ Ｍ ４ Ａ Ｓ 、 Ｍ ４ Ａ Ｓ Ｉ 、 Ｍ ４ Ｃ 、 Ｍ ４ Ｄ Ｉ 、 Ｌ ４ Ｘ 工法 の 場合 ）

　 ア ス フ ァ ル ト の 種類 ： 屋根 防水 は ４ 種 、 屋根 防水以 外 は ３ 種 と す る 。 (J I S  K2207)

　 設 け る （ ＊ １ ０ ㎡ 　 　 ２ ０ ㎡ 　 　 ３ ５ ㎡ 　 　 ６ ０ ㎡ 　 　 １ ０ ０ ㎡ ） 程 度

(2 . 4 . 1)

　 内 部足場 ： ＊ 脚立足 場 　 　 　 枠 組棚足 場

(2 . 2 . 1)

(3 . 1 . 3)

　 Ｐ １ Ｂ Ｉ 　 　 Ｔ １ Ｂ Ｉ

　 ＊ 押出法ﾎﾟ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ３ 種 ｂ  ス キ ン 層付 き  (J I S  A9511)

(3 . 3 . 2)（ １ ）　 材 料

区分 種類

　 ＊ 非露出 複層防 水層 Ｒ 種

　 ＊ 露出単 層防水 用 Ｒ 種改質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ シ ー ト (J I S  A6013)

粘着 層付改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ (J I S  A6013)

（ ２ ）

（ ３ ）　 屋 根保護 防水 断熱工 法 の 断 熱材

（ ４ ）　 屋 根露出 防水 断熱工 法 の 断 熱材

　 押 え 金物

　 形 状 ： ＊ Ｌ -30×15×2 . 0

　 ＊ ル ー フ ィ ン グ 類製 造所 の 仕様

　 　 30 　 　 50 　 　 100

　 　 30 　 　 50 　 　 100

厚 　 さ

厚 　 さ断 　 熱 　 材

断 　 熱 　 材

（ ４ ）　 屋 根保護 防水 工法 の 絶縁用 シ ー ト ： ＊ ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム  厚0 . 15以上

（ ５ ）　 屋 根保護 防水 断熱工 法 の 絶 縁用 シ ー ト ： ＊ フ ラ ッ ト ヤ ー ン ク ロ ス  70g/㎡ 程度

（ ６ ）

（ ７ ）

(3 . 1 . 4 　 表3 . 1 . 1 　 3 . 3 . 3 　 表3 . 3 . 3～10)（ ８ ）　 種 別及 び 工程

　 Ｂ － １ 　 　 ＊ Ｂ － ２　 Ｐ １ Ｂ

　 Ｐ ２ Ａ Ｉ

　 Ｐ ２ Ａ

　 Ｍ ４ Ｃ

　 Ｍ ３ Ｄ 　 　 Ｐ ０ Ｄ

　 Ｐ １ Ｅ 　 　 Ｐ ２ Ｅ

　 Ｐ ０ Ｄ Ｉ 　 　 Ｍ ３ Ｄ Ｉ 　 　 Ｍ ４ Ｄ Ｉ

　 Ｂ Ｉ － １ 　 ＊ Ｂ Ｉ － ２

　 Ａ Ｉ － １ 　 ＊ Ａ Ｉ － ２

　 Ｄ Ｉ － １ 　 ＊ Ｄ Ｉ － ２

（ ９ ）　 既 存 の 保 護層 並 び に 防水層 の 立 上 り 部 撤去

　 ＊ 改修標 準仕 様書  表3 . 1 . 1に よ る 　 　 行 わ な い

（ 10 ）　 Ｍ ３ Ｄ 、 Ｐ ０ Ｄ 工法 の 脱気 装置 ： 　 　 設 け る 　 　 設 け な い

　 Ｐ １ Ｅ 、 Ｐ ２ Ｅ 工法 の 保護 層 ： 　 　 　 設 け る 　 　 設 け な い（ 11 ）

（ 12 ）

　 Ａ － １ 　 　 ＊ Ａ － ２

　 Ｃ － １ 　 　 ＊ Ｃ － ２

　 Ｄ － １ 　 　 ＊ Ｄ － ２

　 Ｅ － １ 　 　 ＊ Ｅ － ２

施工 部位 種 　 　 　 別工 　 　 　 法

　 露 出防水 の 仕 上 げ 塗 料 （ 非 歩行 用 ） ： ＊行 う （ ＊ シ ル バ ー 　 　 カ ラ ー ） 　 　 行 わ な い

（ １ ）　 種 別及 び 工程 (3 . 1 . 4 　 表3 . 1 . 1 　 3 . 4 . 2～3 　 表3 . 4 . 1～3)

　 立 上 り 部 保護 ： ＊設 け な い 　 　 設 け る （ 　 　 コ ン ク リ ー ト 　 　 れ ん が 　 　 乾式 ）

　 保 護 コ ン ク リ ー ト の 強度 ： ＊18 Ｎ ／㎜ 　 　  Ｎ ／ ㎜ 　 　 ス ラ ン プ ： ＊15㎝ 　 　 18㎝

　 カ ラ ー

＊ シ ル バ ー

　 材 質 ： ＊ ア ル ミ ニ ウ ム

　 各 断熱工 法 で 使用 す る 断熱 材 は 、 ノ ン フ ロ ン 仕様 と す る 。

　 監 督職員 事務 所

　 備 品 は 次 に 掲 げ る も の の 中 か ら 監督職 員 と の 協議 に よ る 。

（ ２ ）　 既 存 の 保 護層 並 び に 防水層 の 立 上 り 部 撤去

　 ＊ 改修標 準仕 様書  表3 . 1 . 1に よ る 　 　 行 わ な い

（ ３ ）　 断 熱材

　 材 質 ： ＊ 製造 所 の 仕 様 に よ る

(3 . 4 . 4)( ４ ） 　 下 地 に 部 分的 に 施工 す る 場 合 ： 　 　 ト ー チ 工 法 　 　 常温 （ 粘着 ） 工法

　 厚 さ ： 　 30 　 　 50 　 　 100

　 　 ネ ッ ト 状養 生 シ ー ト （ 　 防炎 Ⅰ類 　 　 防炎 Ⅱ類 ） 　 　 養生防 護棚

仕上 塗材材 質

＊ Ｒ 種

　 Ｎ 種

種 別

　 Ａ Ｓ － １

　 Ａ Ｓ － ２

　 Ａ Ｓ － ３

　 Ａ Ｓ － ４

　 Ａ Ｓ － ５

　 Ａ Ｓ － ６

　 Ａ Ｓ Ｉ － １

　 Ａ Ｓ Ｉ － ２

工 法

　 Ｍ ４ Ａ Ｓ

　 Ｍ ３ Ａ Ｓ

　 Ｐ ０ Ａ Ｓ

　 Ｍ ３ Ａ Ｓ Ｉ

　 Ｍ ４ Ａ Ｓ Ｉ

　 Ｐ ０ Ａ Ｓ Ｉ

施工部 位

１ .監督職員事務所及び備

２ .工事用便所

３ .工事用水

   品等

４ .工事用電力

５ .指定仮設

６ .足場その他

７ .養生

８ .仮設間仕切 り 等

９ .安全確認作業員

10.清掃員

１ .降雨等に対する養生方

   法

２ .既存防水層の下地補修

   材料

３ .二重 ド レ ン

４ .既存下地の補修及び処

   置

５ .既存防水層表面の仕上

   げ塗装

６ .断熱材

７ . アス フ ァル ト 防水

８ .改質アス フ ァル ト シー

   ト 防水

　
　
　
　
３
　
　
　
防
　
　
　
水
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

　 枠 組本足 場 を 設 け る 場合 は 、 「 手 す り 先行工 法等 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン （ 厚 生労 働省平 成

21年4月 策定 ） 」 に よ り 、 設置 に つ い て は 「 手 す り 先行工 法 に よ る 足 場 の 組 立 て 等 に 関 す る

基準 」 及 び 「 働 き や す い 安定 感 の あ る 足 場 に 関 す る 基 準 」 に よ る も の と し 、 手 す り 、 中 さ ん

及 び 幅木 の 機能 を 有 す る 部材 が あ ら か じ め 備 え ら れ た 手 す り 先行 専用型 足場 と す る 。
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（ １ ）　 工種 及 び 工 程 (3 . 1 . 4 　 表3 . 1 . 1 　 3 . 5 . 2～4 　 表3 . 5 . 1 )

　 Ｓ － Ｆ １

　 Ｓ － Ｆ ２

　 Ｓ － Ｍ １

　 Ｓ － Ｍ ２

＊2 . 0

＊1 . 2 ＊ シ ル バ ー 　 　 カ ラ ー

＊1 . 5

＊1 . 5

　 Ｓ － Ｆ １

　 Ｓ － Ｆ ２

　 Ｓ － Ｍ １

　 Ｓ － Ｍ ２

　 Ｓ － Ｍ ３

　 Ｓ Ｉ － Ｆ １

　 Ｓ Ｉ － Ｆ ２

　 Ｓ Ｉ － Ｍ １

　 Ｓ Ｉ － Ｍ ２

Ｓ Ｉ － Ｍ ３

＊1 . 2

＊2 . 0

＊1 . 5

＊1 . 5

＊1 . 2

＊1 . 2

＊2 . 0

＊2 . 0

＊1 . 5

＊1 . 2

　 Ｐ ０ Ｓ

　 Ｓ ４ Ｓ

　 Ｓ ３ Ｓ

　 Ｍ ４ Ｓ

　 Ｐ ０ Ｓ Ｉ

　 Ｓ ３ Ｓ Ｉ

　 Ｓ ４ Ｓ Ｉ

　 Ｍ ４ Ｓ Ｉ

＊ シ ル バ ー 　 　 カ ラ ー

＊ シ ル バ ー 　 　 カ ラ ー

＊ シ ル バ ー 　 　 カ ラ ー

＊ シ ル バ ー 　 　 カ ラ ー

＊ シ ル バ ー 　 　 カ ラ ー

施工部 位 工法 種 別 厚 さ ㎜ 仕 上塗材

（ ２ ）　 既存 の 保護 層並 び に 防 水層 の 立上 り 部撤 去

　 ＊改 修標準 仕様 書  表3 . 1 . 1に よ る 　 　 行 わ な い

（ ３ ）　 ル ー フ ィ ン グ シ ー ト (J I S  A6008)

（ ４ ）　 絶縁 用 シ ー ト ： ＊発泡 ポ リ エ チ レ ン シ ー ト

（ ５ ）　 Ｓ ３ Ｓ 、 Ｓ ３ Ｓ Ｉ 工法 の 脱気 装置 ： 　 設 け る 　 　 設 け な い

　 材質 ： ＊製 造所 の 仕様 に よ る

（ ６ ）

（ ７ ）　 Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 部材 下地 の 目地 処理 (接着 工法 )及 び 入隅 部 の 増 張 り は 、 図 面 に よ る 。

（ １ ）　 工種 及 び 工 程

＊ シ ル バ ー

　 カ ラ ー

　 設 け る

　 設 け る

＊ Ｘ － １

＊ Ｘ － ２

　 Ｐ ０ Ｘ

　 Ｌ ４ Ｘ

仕上 塗材脱 気装 置 工 　 　 法 　施 工箇所 種 　 　 別

(3 . 1 . 4 　 表3 . 1 . 1 　 3 . 6 . 3 　 表3 . 6 . 1 )

　 厚 さ ： 　 30 　 　 50 　 　 100

　 断熱 材

　
　
　
３
　
　
防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

９ .合成高分子系ルーフ ィ

   ングシー ト 防水

10.塗膜防水

×

(4 . 2 . 2)

形状寸 法 き 　 　 じ う わ ぐ す り 役  　 物 色 工 　 　 法

　 有 　  無 　 標 　  特　 施釉 　  無 釉×

　 有 　  無 　 標 　  特　 施釉 　  無 釉×

　 有 　  無 　 標 　  特　 施釉 　  無 釉
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(4 . 1 . 4 　 4 . 2 . 2 　 4 . 5 . 9～15)　 タ イ ル 張 り 仕 上 げ（ ２ ）

ア ン カ ー ピ ン の 本 数

（ 本／ ㎡ ）

注入 口 の 箇 所数

（ 箇所 ／㎡ ）
充填量 注入 量

（ m l /箇所 )指定 部 一般 部指 定部一 般部

改修工 法 の 種 類

ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 部 分

ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全 面 　

ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全面 ポ リ マ ー

セ メ ン ト ス ラ リ ー 注入 工法

注入 口付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ

注入 口付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ

注入 口付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ

全面 ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー

注入 工法

全面 エ ポ キ シ 樹 脂注入 工法

部分 エ ポ キ シ 樹 脂注入 工法

エ ポ キ シ 樹 脂注 入工法 　 　

エ ポ キ シ 樹 脂注 入工法 　

＊ １ ２

＊ １ ６

＊ １ ３

＊ １ ３

＊ 　 ９

＊ 　 ９

＊ 　 ９ ＊ １ ６

＊ １ ６

＊ １ ６

＊ ２ ０

＊ ２ ０

＊ ２ ５

＊ １ ２ ＊ ２ ０

＊ ２ ５

＊ ２ ５

＊ ５ ０

＊ ２ ５

＊ ２ ０

＊ １ ６

＊ １ ６＊ 　 ９

＊ 　 ９

＊ ５ ０

注入 口付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ
エ ポ キ シ 樹脂 注入 タ イ ル 固定法

タ イ ル 部分 張替 え 工法

タ イ ル 張替 え 工 法

＊ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル 　 　 エ ポ キ シ 樹 脂

＊ １ ６＊ 　 ９ ＊ ２ ５

（ １ ）

（ ２ ）　 タ イ ル の 種類

　 再 生材利 用 タ イ ル の 使用 ： 　  使用 す る 　 　 使用 し な い

※ 　 施 工部位 は 、 図面 に よ る 。

（ １ ） 　 既 存塗膜 等 の 除去及 び 下地 処理 (4 . 6 . 3)

５ . タ イル張 り 仕上げ外壁

６ .塗 り 仕上げ外壁

（ 4 . 1 . 4 　 4 . 2 . 2 　 表4 . 2 . 3～4 　 4 . 6 . 5)

施工部 位 種 　 　 類 呼 び 名 仕上 げ 工法

※ 　 凡 例

種 類 呼 　 び 　 名

（ ２ ） 　 種 類及 び 工法

複層 仕上塗 材 Ｃ Ｅ : 複層 塗材 Ｃ Ｅ 　 　 可 Ｃ Ｅ : 可 と う 形複 層塗材 Ｃ Ｅ

Ｓ ｉ : 複層 塗材 Ｓ ｉ 　 　 Ｅ : 複層 塗材 Ｅ

Ｒ Ｅ : 複層 塗材 Ｒ Ｅ 　 　 Ｒ Ｓ : 複 層塗材 Ｒ Ｓ

防 Ｃ Ｅ : 防 水形複 層塗 材 Ｃ Ｅ 　 　 防 Ｅ : 防水 形複層 塗材 Ｅ

防 Ｒ Ｓ : 防 水形複 層塗 材 Ｒ Ｓ 　 　 防 Ｒ Ｅ : 防 水形複 層塗材 Ｒ Ｅ

　
　
　
　
４
　
　
　
外
　
　
　
壁
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

　 　 サ ン ダ ー 工 法 　 　 水洗 い 工法 　 　 塗 膜 は く 離剤工 法後 、 高圧 水洗 （ 10～15MPa ） 洗 浄

　 ＊ 高圧温 水水 洗 （ 50MPa程度 ） に よ る 洗浄 （ は く 離剤 を 使 わ な い 。 ）
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　 化粧目 地 モ ル タ ル 　 　 色 ：（ ４ ）

（ ３ ）

（ ２ ）

（ １ ）

＊ ガ ス ケ ッ ト 　 　 　 　 　プ ラ ス チ ッ ク 建 具

＊押 縁 　 　 　 　 　木 　 製 　 建 　 具

＊ シ ー リ ン グ 材鋼製 軽量 建具

＊ シ ー リ ン グ 材ス テ ン レ ス 製

＊ シ ー リ ン グ 材鋼 　 　 　 　 　 製

＊ シ ー リ ン グ 材 　 　 　 　 　 　 　 ガ ス ケ ッ トア ル ミ ニ ウ ム 製

材 　 　 　 　 　 種建 具 の 種 類該当

　 ガ ラ ス 留 め 材（ ３ ）

　 ガ ラ ス の 種類 及 び 厚 さ は 建具表 に よ る 。（ ２ ）

　 標準仕 様書 の 規定 に よ る 品質 ・ 規格 を 満 た す 材料 と す る 。（ １ ）

　 　 バ ー チ カ ル

　 　 ハ イ リ フ ト　 　 電動式フ ァ イ バ ー グ ラ ス

　 　 ス テ ン レ ス 鋼板　 　 ロ ー ヘ ッ ド　 　 チ ェ ー ン 式ア ル ミ ニ ウ ム タ イ プ

　 　 溶 融亜鉛 め っ き 鋼板　 　 ス タ ン ダ ー ド　 ＊ バ ラ ン ス 式ス チ ー ル タ イ プ

ガ イ ド レ ー ル の 材質収納 形式 に よ る 区 分開閉 方式 に よ る 区分ｾｸｼｮﾝ材料 に よ る 区分

　 表面塗 ： ＊標 準色 　 　 　 指定色 （ 焼 付 け 塗 装 ）（ ４ ）

　 ス ラ ッ ト の 形 状 ： ＊ イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ 形 　 　 　 オ ー バ ー ラ ッ ピ ン グ 形（ ３ ）

　 ス ラ ッ ト の 材 質 ： 　 J I S  G 3312 　 　 J I S  G 3318（ ２ ）

　 開閉形 式 に よ る 種 類 ： ＊ 手動式 　 　 　 上部 電動式 （ 手 動併用 ）（ １ ）

　 吹雪止 め 　 吹 き 込 み 防止 用 サ イ ド シ ー ル （ ３ 方 ） を 設 け る（ ５ ）

　 シ ャ ッ タ ー へ の 危 険表示 　 　 シ ャ ッ タ ー の 下降位 置 の 表示

　 音声発 生装置 　 　 　 　 　 　 　 注 意灯 の 設置

　 注意喚 起装置（ ４ ）

　 上部電 動式 （ 手動 併用 ） 　 　 上 部手 動式

　 開閉機 能 に よ る 種 類（ ３ ）

　 シ ャ ッ タ ー ケ ー ス （ 防火 、 防煙 以外 の も の ） 　 　 設 け る 　 　 　 設 け な い（ ２ ）

　 屋内用 防火 シ ャ ッ タ ー 　 　 　 防 煙 シ ャ ッ タ ー

　 一般重 量 シ ャ ッ タ ー 　 　 　 　 外 壁用 防火 シ ャ ッ タ ー

　 機能 に よ る 種 類（ １ ）

　 セ ン サ の 種類 ： ＊ 光線 （ 反射 ） ス イ ッ チ 　 　 熱線 ス イ ッ チ 　 　 そ の 他 （ 　 　 　 　 ）（ ４ ）

　 開閉方 法 は 、 建具 表 に よ る 。（ ３ ）

　 Ｓ Ｗ Ｄ － １ 　 　 Ｓ Ｗ Ｄ － ２

　 ス イ ン グ ド ア 用自 動開閉 装置 の 性能（ ２ ）

　 Ｓ Ｓ Ｌ Ｄ － １ 　 　 Ｓ Ｓ Ｌ Ｄ － ２ 　 　 Ｄ Ｓ Ｌ Ｄ － １ 　 　 Ｄ Ｓ Ｌ Ｄ － ２

　 ス ラ イ デ ィ ン グ ド ア 用自 動 ド ア 開閉 装置 の 性能（ １ ）

　 建具表 で 指示 の な い 建具 金物 は １ ６ 章 ７ 節 に よ る 。（ ３ ）

（ ２ ）（ ２ ）

場 合 は 、 建具製 作所 の 仕様 に よ る 。

　 取 っ 手 類 の 取 付高 さ は 、 床仕上 げ 面 か ら の 高 さ と し 、 図面 に よ る 。 そ の 他 指示 の な い

　 取付施 工（ １ ）

（ １ ）　 既存間 仕切壁 の 撤 去 に 伴 う 当該 壁 の 取合 う 天井 、 壁及 び 床 の 改修範 囲 (6 . 1 . 3 )

　 ＊壁厚 程度 と し 、 既存仕 上 げ に 準 じ た 仕上 げ を 行 う

（ ２ ）　 天井内 の 既存 壁 の 撤去 に 伴 う 当 該壁 の 取合 う 天井 の 改 修範囲 (6 . 1 . 3 )

　 ＊壁面 よ り 両 側600㎜ 程度 と し 、 既存仕 上 げ に 準 じ た 仕上 げ を 行 う

（ ３ ）　 天井 の 撤去 に 伴 う 取合 い 部 の 壁 面 の 改修

　 ＊既存 の ま ま

(6 . 1 . 3 )

　 浮 き 、 欠損部 等 に よ る 下 地 モ ル タ ル の 撤去 ： 　 行 う (6 . 2 . 2 )

(6 . 2 . 2 )

(6 . 2 . 2 )

（ ２ ）

（ １ ）

（ ３ ）

　 合成樹 脂塗床 材 の 除去等 ： 　  機 械的除 去工法 　  目荒 し 工法

　 改修後 の 床 の 清掃 範囲 ： 　  改修 端部 よ り １ m程度 　  図示

(6 . 3 . 2 )

　 ＊ モ ル タ ル 塗 替 え 工法 (改修 標準 仕様書  4 . 4 . 9 )

　 間仕切 壁撤去 に 伴 う 他 の 構造体 の 補 修（ １ ）

(6 . 4 . 2 )　  既 存下地 材 を 再 利用 ： 　 下 地材 を 全面 撤去 　  下 地材 の 一部 を 撤去 （ 図示 ）

（ １ ）　 表面仕 上 げ の 程度 　 　 　 Ａ 種 　 　 ＊ Ｂ 種 　 　 　 Ｃ 種

（ ２ ）　 木材 の 含水率 　 針 葉樹製 材 は Ｊ Ａ Ｓ 乾燥材 と し 、 現場 搬入時 の 含水 率 は 、 次 の と お り

と す る 。

部位

構造 材

下地 材

造作 材

種 　 　 　 別

＊ Ａ 種 （ ２ ０ ％ 以下 ） 　 　 Ｂ 種 （ ２ ５ ％ 以下 ）

＊ Ａ 種 （ １ ５ ％ 以下 ） 　 　 Ｂ 種 （ ２ ０ ％ 以下 ）

＊ Ａ 種 （ １ ５ ％ 以下 ） 　 　 Ｂ 種 （ ２ ０ ％ 以下 ）

（ ３ ）　 針葉樹 製材 は 、 Ｊ Ａ Ｓ 乾 燥認定 工場 か ら 出 荷 さ れ た 木 材 は 、 出荷証 明書 を 、 そ の 他 の

工 場 か ら 出荷 さ れ た 木材 は 、 北海 道林 産物検 査協会 が 発 行 す る 検査証 明書 を 提出 す る こ

と 。

（ ４ ）　 針葉樹 の 構造 用製 材

　 甲 （ 曲 げ ・ 引 張材 ） 　 １ 級 　 ＊ ２ 級 　 　 保 存処理 区分 ： Ｋ ３ （ 使用 部位 　 　 　 　 　 　 ）

　 乙 （ 圧 縮材 ） 　 　 　 　 １ 級 　 ＊ ２ 級 　 　 保 存処理 区分 ： Ｋ ３ （ 使用 部位 　 　 　 　 　 　 ）

（ ５ ）　 針葉樹 の 造作 用製 材

使 　 用 　 箇 　 所 部 　 材 　 名 　 称 等 　 　 　 　 級

塗 料塗 り の 場合

生 地 の ま ま 又 は 透明

不 　 透 　 明 　 塗 　 料 　 塗

枠 ・ 額縁 ・ 敷居 ・ 鴨居

か ま ち の 類

押入 ・ 戸 棚等 の 内面造

作 の 類

上 　 小 　 節

（ た だ し 見 掛 か り 面 ）

小 　 節

小 　 節

節 と し 、 心持材 の 場 合 は 背 割 り を 行 っ た も の と す る 。

　 針葉樹 の 下地 用製 材

　 等級 ： ＊ ２ 級 　 　 　 保存 処理区 分 ： Ｋ ３ （ 使用部 位 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※ 　 化粧 の 場合 の 和室 の 柱 は 、 見掛 か り は 「 針 葉樹 の 造作 用製材 の 日本 農林規 格 」 の 上小

（ ７ ）

（ ８ ）

(5 . 6 . 3 )

(5 . 7 . 2 )

(5 . 7 . 2 )

　 性能 　 　 表5 . 8 . 1に よ る 。

(5 . 9 . 2 )

(5 . 10 . 2)

(5 . 11 . 2)

(5 . 12 . 2)

(5 . 12 . 5)

（ ６ ）

　 カ ラ マ ツ の 使 用範 囲 は 、 束 ・ 母 屋 ・ 土台 ・ 大引 き と す る 。

　 吊 り ボ ル ト の 間隔 が 900㎜ を 超 え る 場合 は 、
屋内

屋外

施工 部位

＊ １ ９ 形

　 ２ ５ 形

　 １ ９ 形

＊ ２ ５ 形

野縁 等 の 種類

補強 を 行 い 補強 方法等 は 図面 に よ る 。

補 強等

　 屋 外 の 軒天井 、 ピ ロ テ ィ 天 井等 の 補強 方法

等 は 図面 に よ る 。 (6 . 6 . 4 )

　 野縁等 の 種類（ １ ）

（ ２ ）　 既存埋 込 み イ ン サ ー ト を 使用 す る 場 合 の 耐 力 の 確 認

　 表面処 理用防 腐剤 は 監督 職員 の 承諾 す る も の と す る 。

　 引張試 験機 に よ る 引張試 験 　 　 ＊監 督職員 の 承諾 を 得 て 省略 　

９ .建具用金物

10.自動 ド ア開閉装置

11.自閉式上吊 り 引戸装置

12.重量シ ャ ッ ター

13.軽量シ ャ ッ ター

14. オーバーヘッ ド ド ア

15. ガラス

16. ガラスブ ロ ッ ク積み

１ .他の部位と の取合い等

２ .既存床の撤去並びに下

   地補修

３ .既存壁の撤去並びに下

   地補修

６ .軽量鉄骨天井下地

　
　
　
　
５
　
　
　
建
　
　
　
具
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

　
　
　
　
６
　
　
　
内
　
　
　
装
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

４ .既存天井の撤去並びに

   下地補修

５ .木下地等

　 マ ス タ ー キ ー ：  　 製 作 す る 　 ＊ 製作 し な い 　 　 既存 の マ ス タ ー キ ー に 合 わ せ る

　
　
　
　
２
　
　
　
仮
　
　
　
設
　
　
　
工
　
　
　
事

　 表面形 状 ： 　 　 　 　 　 　 　 呼 び 寸法 ： 　 　 　 　 　 　 　 厚 さ ：

　 金属製 化粧 カ バ ー 、 材質 、 寸法 、 形 状 ：

　 壁用金 属枠 、 補強 材 ：

８ .木製建具

７ . ステン レ ス製建具

６ .鋼製軽量建具

５ .鋼製建具

４ .網戸

３ . アル ミ ニウム製建具

２ . 一般 事項

１ . 改修 工法

　
　
　
　
５
　
　
　
建
　
　
　
具
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

(5 . 5 . 2)

(5 . 4 . 2)

(5 . 3 . 2) (表5 . 3 . 1)

(5 . 2 . 3)

(5 . 2 . 4) (表5 . 2 . 2)

(5 . 2 . 2)

(5 . 2 . 2)

　 か ま ち 戸 、 ふ す ま 、 戸ぶ す ま 、 紙張 り 障子 の 見込 み 寸法 は 、 図 面 に よ る 。（ ５ ）

　 ふ す ま の 材料 、 枠及 び く つ ず り の 材料 は 図面 に よ る 。（ ４ ）

　 か ま ち 戸 の 材 料 （ 樹 種 ） は 表16 . 6 . 2に よ る 。（ ３ ）

　 ＊ 普通合 板2 . 5以 上 　 　 天然木 化粧 合板3 . 2以 上 　 　 特殊 加工化 粧合板2 . 7以上

　 フ ラ ッ シ ュ 戸 の 表面 材及 び 表面 厚 さ （ ｍ ｍ ）（ ２ ）

　 建 具材 の 含水 率 の 種 別 ： 　 Ａ 種 　 ＊ Ｂ 種 　 　 Ｃ 種（ １ ）

　 曲 げ 加工 　 　 ＊普通 曲 げ 　 　 　 　 角出 し 曲 げ（ ５ ）

　 表 面仕上 げ 　 ＊ Ｈ Ｌ 仕上 げ 　 　 　 鏡面 仕上 げ（ ４ ）

　 鋼 板 の 厚 さ 　 　 表16 . 5 . 1に よ る 。（ ３ ）

　 耐 風圧性 （ 外 部 ） 　 　 ： 　 Ｓ － ４ 　 　 　 Ｓ － ５ 　 　 　 Ｓ － ６（ ２ ）

　 簡 易気密 型 ド ア セ ッ ト ： 　 適用 す る 　 　 適用 し な い（ １ ）

　 鋼 板 の 厚 さ ： 表16 . 4 . 1に よ る 。（ ４ ）

　 召 合 わ せ 、 縦 小口包 み 板等 の 材 種 ： ＊ ス テ ン レ ス 　 　 鋼 板 　 　 ア ル ミ ニ ウ ム 合金（ ３ ）

　 戸 の 鋼板 ： 　 亜鉛 め っ き 鋼 板 　 　 ビ ニ ル 被覆 鋼板 　 　 カ ラ ー 鋼 板（ ２ ）

　 簡 易気密 型 ド ア セ ッ ト ： 　 適用 す る （ Ａ － ３ ）（ １ ）

　 鋼 板 の 厚 さ 　 　 　 　 　 ： ＊ 表16 . 3 . 2に よ る 　 　 図面 に よ る（ ４ ）

　 鋼 板類 の め っ き 付着 量 ： ＊ Ｚ １ ２ 又 は Ｆ １ ２（ ３ ）

　 耐 風圧性 （ 外 部 ） 　 　 ： 　 Ｓ － ４ 　 　 　 Ｓ － ５ 　 　 　 Ｓ － ６（ ２ ）

　 簡 易気密 型 ド ア セ ッ ト ： 　 適用 す る 　 　 適用 し な い（ １ ）

　 メ ッ シ ュ ： ＊ １ ６ ～ １ ８（ ２ ）

　 網 の 材種 ： ＊ ガ ラ ス 繊維入 り 合 成樹脂 製 　 　 合成樹 脂製 　 　 ス テ ン レ ス （ SUS316 ）（ １ ）

　 Ｃ － ２ 種 （ 　 ブ ラ ウ ン 系 　 　 ブ ラ ッ ク 　 　 ス テ ン カ ラ ー ）
屋 内 の 建 具

＊ Ｃ － １ 種 　 　

　 Ｂ － ２ 種 （ 　 ブ ラ ウ ン 系 　 　 ブ ラ ッ ク 　 　 ス テ ン カ ラ ー ）
外 部 に 面 す る 建 具

＊ Ｂ － １ 種 　 　

種 　 　 　 　 　 　 　 　 　 別建 　 具 　 部 　 位

　 建 具 の 表 面処 理（ ４ ）

　 Ｈ － ２ （ 枠絶 縁 ） 　 　 Ｈ － ３ （ 枠 ・ 障 子絶 縁 ）　 　 ７ ０ 　 　 １ ０ ０Ｆ  Ｉ  Ｘ

　 Ｈ － ２ （ 枠絶 縁 ） 　 　 Ｈ － ３ （ 枠 ・ 障 子絶 縁 ）　 １ ０ ０開 　 　 き

　 Ｈ － １ 　 　 　 　 　 　 　 Ｈ － ２ （ 枠絶縁 ）　 　 ７ ０開 　 　 き

　 Ｈ － ２ （ 枠絶 縁 ） 　 　 Ｈ － ３ （ 枠 ・ 障 子絶 縁 ）　 １ ０ ０引 き 違 い

　 Ｈ － １ 　 　 　 　 　 　 　 Ｈ － ２ （ 枠絶縁 ）　 　 ７ ０引 き 違 い

　 断熱性 能 に よ る 等 級種 　 　 類 枠見 込寸法 (mm)

　 外 部 に 面 す る 建具 の 断熱性 能 に よ る 等 級（ ３ ）

　 防 音 ド ア 、 防 音 サ ッ シ の 適 用 と 遮音性 能 の 等 級 は 図 面 に よ る 。（ ２ ）

Ｗ － ５Ｗ－ ４水 　 　 密 　 　 性

Ａ － ４Ａ － ３気 　 　 密 　 　 性

Ｓ － ４ Ｓ － ６Ｓ － ５耐 　 風 　 圧 　 性

＊ ７ ０ 　 　 １ ０ ０ １ ０ ０枠 の 見込 寸法 （ ｍ ｍ ）

　 Ｃ 種　 Ｂ 種＊ Ａ 種種 　 　 　 別

外部 に 面 す る 建 具 の 性 能等級（ １ ）

　 防 犯建物 部品 ： 　 　 ＊適用 す る 　 　 適 用 し な い（ ３ ）

　 特 殊 な 建 具 の 仮組 ： ＊行 わ な い 　 　 行 う （ 建 具表 に よ り 指定 す る 。 ）（ ２ ）

　 建 具見本 の 製 作 ： 　 ＊行 わ な い 　 　 行 う （ 建 具表 に よ り 指定 す る 。 ）（ １ ）

(5 . 1 . 3)

（ ２ ）　 新 規建具 周囲 の 補修 方法及 び 範 囲 は 、 図示 に よ る 。

　 か ぶ せ 工 法 　 　 撤去 工法 　 　 （ 両方適 用 の 場 合 の 区 分 は 、 図示 に よ る ）（ １ ）

（ ２ ）　 既存 の 保護 層並 び に 防 水層 の 立上 り 部撤 去

　 ＊改 修標準 仕様 書  表3 . 1 . 1に よ る 　 　 行 わ な い

（ １ ）　 種類 ： 表3 . 7 . 1に よ る 。

（ ２ ）　 シ ー リ ン グ 材 の 目地寸 法 ： 図 面 に よ る 。 (3 . 7 . 3 )

（ ３ ） (3 . 1 . 4 　 表3 . 1 . 2 　 3 . 7 . 2～7)

　 改 修工 法施 工箇所 　

シ ー リ ン グ 充填工 法

シ ー リ ン グ 再充填 工法

拡幅 シ ー リ ン グ 再 充填 工法

ブ リ ッ ジ 工 法

ボ ン ド ブ レ ー カ ー ： ＊ 適用 す る 　 　 適用 し な い

エ ッ ジ ン グ 材張 り ： ＊ 適用 す る 　 　 適用 し な い

　 改修 工法等

（ ４ ）　 接着 性試験 　 　 ＊行 う （ ＊簡 易接 着性試 験 　 　 引張 接着性 試験 ） 　 　 行 わ な い

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

(3 . 9 . 2 　 表3 . 9 . 1 )

(3 . 9 . 2 　 表5 . 2 . 2 )

(3 . 9 . 3 )　 既存 笠木等 の 撤 去及 び 新規 ア ル ミ ニ ウ ム 笠木 の 下地 補修工 法 ： 図 面 に よ る 。

表面 処理 の 種別 ： 　 A-1種 　 ＊B-1種 　 　 A-2種 　 　 B-2種

（ １ ）　 防水 工事 の 保証 期間 は 、 （ ＊ １ ０ 年 　 　 　 年 ） と す る 。

エ ポ キ シ 樹脂 ： ＊低 ～中粘 度形

（ １ ）　 コ ン ク リ ー ト 打 放 し 仕 上 げ

1 . 0㎜以上

0 . 2～

1 . 0㎜未 満

　 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

（ ２ ）　 モ ル タ ル 塗 り 仕 上 げ

ひ び 割れ の 幅 材 　 料

※ 　 モ ル タ ル を 撤去 す る 　 　 モ ル タ ル を 撤去 し な い

　 タ イ ル 張 り 仕上 げ（ ３ ）

＊ 自動式 低圧 エ ポ キ シ 樹脂 注入工 法

　 手動式 エ ポ キ シ 樹脂 注入 工法

　 機械式 エ ポ キ シ 樹脂 注入 工法

工 　 法

　 Ｕ ｶｯﾄｼｰﾙ材充 填工法

注 入間隔 ： ＊200～300

1 . 0㎜以上

0 . 2～

1 . 0㎜未 満

　 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

ひ び 割れ の 幅 材 　 料

＊ 自動式 低圧 エ ポ キ シ 樹脂 注入工 法

　 手動式 エ ポ キ シ 樹脂 注入 工法

　 機械式 エ ポ キ シ 樹脂 注入 工法

工 　 法

　 Ｕ ｶｯﾄｼｰﾙ材充 填工法

注 入間隔 ： ＊200～300

1 . 0㎜以上

0 . 2～

1 . 0㎜未 満

　 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

ひ び 割れ の 幅 材 　 料

＊ 自動式 低圧 エ ポ キ シ 樹脂 注入工 法

　 手動式 エ ポ キ シ 樹脂 注入 工法

　 機械式 エ ポ キ シ 樹脂 注入 工法

工 　 法

　 Ｕ ｶｯﾄｼｰﾙ材充 填工法

注 入間隔 ： ＊200～300

※ 　 タ イ ル を 撤 去 す る 　 　 タ イ ル を 撤 去 し な い

(4 . 1 . 4 　 4 . 2 . 2 　 4 . 3 . 4 )

(4 . 1 . 4 　 4 . 2 . 2 　 4 . 4 . 2 　 4 . 3 . 4 )

(4 . 1 . 4 　 4 . 2 . 2 　 4 . 5 . 2 　 4 . 3 . 4 )

(4 . 3 . 4 )（ ４ ）　 樹脂 注入工 法 の コ ア 抜 取 り 検 査     ＊行 わ な い 　 　 行 う （ 補修方 法 ： 　 　 　 ）

（ １ ） (4 . 1 . 4 　 4 . 2 . 2 　 4 . 3 . 7 )　 コ ン ク リ ー ト 打 放 し 仕 上 げ

＊充填 工法

工 　 法

＊充填 工法

工 　 法

　 モ ル タ ル 塗 り 仕 上 げ (4 . 1 . 4 　 4 . 2 . 2 　 4 . 4 . 8～9)（ ２ ）

材 　 料

＊ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

　 エ ポ キ シ 樹脂 モ ル タ ル

材 　 料

＊ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル 　 　 エ ポ キ シ 樹脂 モ ル タ ル

　 改修 標準 仕様書  4 . 4 . 9 　 表4 . 4 . 1に よ る

※ 　 仕上 げ 厚又 は 全 塗厚 が 25㎜ を 超 え る 場合 の 処置 ： ＊ 図面 に よ る 。 (4 . 4 . 9 )

（ ３ ）　 タ イ ル 張 り 仕上 げ (4 . 1 . 4 　 4 . 2 . 2 　 4 . 5 . 7～8)

工 　 法 材 　 料

　 モ ル タ ル 塗 替 え 工法 　

＊ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル 　 　 エ ポ キ シ 樹脂　 タ イ ル 部分 張替 え 工法 　

　 タ イ ル 張替 え 工 法

　 部分 的 に 露 出 し て い る 鉄筋及 びｱﾝｶｰ金物 等 は 、 健全部 が 露 出 す る ま で ｺﾝｸﾘｰ ﾄ を は つ り 、 ワ

イ ヤ ー ブ ラ シ 等 で ケ レ ン を 行 い 錆 を 除去 し 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 用防 錆材等 を 塗 り 付 け 、 防錆

(4 . 3 . 3 )

（ １ ）　 モ ル タ ル 塗 り 仕 上 げ (4 . 1 . 4 　 4 . 2 . 2 　 4 . 4 . 10～15)

ア ン カ ー ピ ン の 本数

（ 本／㎡ ）

注入口 の 箇所 数

（ 箇所／ ㎡ ）
充 填量 注入量

（ ml /箇所 )指定部 一般部指定 部一般 部

改 修工法 の 種類

ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 部分

ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全面 　

ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ 全 面 ポ リ マ ー

セ メ ン ト ス ラ リ ー 注入工 法

注入口 付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ

注入口 付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ

注入口 付 ア ン カ ー ピ ン ニ ン グ

全面 ポ リ マ ー セ メ ン ト ス ラ リ ー

注入工 法

全面 エ ポ キ シ 樹脂 注入工 法

部分 エ ポ キ シ 樹脂 注入工 法

エ ポ キ シ 樹脂 注入 工法 　 　

エ ポ キ シ 樹脂 注入 工法 　

充填工 法

モ ル タ ル 塗替 え 工 法

＊ １ ２

＊ １ ６

＊ １ ３

＊ １ ３

＊ 　 ９

＊ 　 ９

＊ 　 ９ ＊ １ ６

＊ １ ６

＊ １ ６

＊ ２ ０

＊ ２ ０

＊ ２ ５

＊ １ ２ ＊ ２ ０

＊ ２ ５

＊ ２ ５

＊ ５ ０

＊ ２ ５

＊ ２ ０

＊ １ ６

＊ １ ６＊ 　 ９

＊ 　 ９

＊ ５ ０

改修 標準 仕様書  4 . 4 . 9 　 表4 . 4 . 1に よ る

＊ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル 　 　 エ ポ キ シ 樹 脂 モ ル タ ル

エ ポ キ シ 樹脂 ： ＊低 ～中粘 度形

エ ポ キ シ 樹脂 ： ＊低 ～中粘 度形

処理 を 行 う 。 防錆 処理 の 仕様 に つ い て は 、 監督職 員 と 協 議 す る 。 　

11. シー リ ング

12. アル ミ ニウム製笠木

13.保証

１ . ひび割れ部改修

２ .欠損部改修

３ .鉄筋露出部の処理

４ .浮き部改修

　
　
　
　
４
　
　
　
外
　
　
　
壁
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

　 部材 の 種類 ： 　 250形 　 　 300形 　 　 350形 　 　 そ の 他 (図示 )



種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中 原 建 築 設 計 事 務 所

図面番号

縮尺
Ａ意匠

改修工事特記仕様書 （ 3 ） ＮＯＮ２０１４

社会教育総合セン ター改修工事

3

図示

章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項

　 ス タ ッ ド 、 ラ ン ナ ー の 種類ス タ ッ ド の 高 さ施工部 位

　 ５ ０ 形 　 　 ６ ５ 形 　 　 ９ ０ 形 　 　 １ ０ ０ 形

　 ５ ０ 形 　 　 ６ ５ 形 　 　 ９ ０ 形 　 　 １ ０ ０ 形

　 ビ ニ ル 床 シ ー ト （ J I S  A5705 ）

　 ビ ニ ル 床 タ イ ル （ J I S  A5705 ）

　 突 付 け 　 　 熱 溶接

　 突 付 け 　 　 熱 溶接

厚 さ （ ｍ ｍ ）

＊2 . 5 　 　 2 . 0

＊2 . 5 　 　 2 . 0

＊2 . 5 　 　 2 . 0

　 突 付 け 　 　 熱 溶接　 ﾏｰﾌ ﾞﾙ　 　 ﾌ ﾟ ﾚｰﾝ

　 ﾏｰﾌ ﾞﾙ　 　 ﾌ ﾟ ﾚｰﾝ

　 ﾏｰﾌ ﾞﾙ　 　 ﾌ ﾟ ﾚｰﾝ

＊ Ｎ Ｃ

色柄種 　 類施 工部位

施 工部位

＊2 . 0 　 　 2 . 5

＊2 . 0 　 　 2 . 5 

＊2 . 0 　 　 2 . 5 

＊ 半硬質  　 軟質

＊ 半硬質  　 軟質

　 ﾏｰﾌ ﾞﾙ　 　 ﾌ ﾟ ﾚｰﾝ

　 ﾏｰﾌ ﾞﾙ　 　 ﾌ ﾟ ﾚｰﾝ

厚 さ （ ｍ ｍ ）硬 さ の 種類色 柄種 　 類

ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋ ﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

ｺﾝﾎﾟｼ ﾞｼｮﾝﾋ ﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

（ １ ）　 帯電防 止床 シ ー ト 、 床 タ イ ル

帯電防 止床 シ ー ト

帯電防 止床 タ イ ル

体 積抵 抗値 （ 　 　 　 　 ） Ω以下

施 工部位 種 　 　 　 類 厚 さ （ ㎜ ）

　 誘導用 、 注 意喚起 用床材 （ J I S  T9251 ）

種 　 　 　 類 寸 　 法 （ ｍ ｍ ）

（ ２ ）

性 　 　 　 能

屋 内

屋 外

区 　 　 　 分 施工 部位

　 塩化 ビ ニ ル 系

　 レ ジ ン コ ン ク リ ー ト 系

　 磁器 質 タ イ ル

　 塩化 ビ ニ ル 系

　 磁器 質 タ イ ル

　 300×300

　 300×300

※　 色 は 周 囲 の 床材 と 識別 し や す い も の と す る 。

織 じ ゅ う た ん

ﾀﾌﾃｯﾄ ﾞｶｰﾍﾟ ｯﾄ

　 Ａ 種 　 Ｂ 種 　 ＊ Ｃ 種

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟ ｯﾄ ＊ Ａ 種 　 　 Ｂ 種

　 ル ー プ

　 カ ッ ト

　 ル ー プ

　 カ ッ ト

＊ ル ー プ

　 カ ッ ト

厚 さ （ ｍ ｍ ）

＊6 . 5 

＊ グ リ ッ パ ー

　 グ リ ッ パ ー

＊ 全面接 着

　 ﾀｲﾙｶ－ﾍﾟ ｯﾄ

　 全面接 着

＊ 全面接 着ﾆｰﾄ ﾞﾙﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

種 　 　 　 　 別 パ イ ル の 形状 パ イ ル 長 工 　 　 　 法種 　 　 　 　 類該当

　 　 　 　 －

工 　 　 法

　 Ｗ Ｕ Ｃ ： 水 性反応 硬化形 ウ レ タ ン （ ク リ ア ）

（ １ ）　 弾性 ウ レ タ ン 塗床

施 　 工 　 部 　 位

＊水 系 　 　 無溶剤 系 　 　 溶剤 系

＊水 系 　 　 無溶剤 系 　 　 溶剤 系 ＊平 滑 　 　 防滑 　 　 つ や 消

区分

（ ２ ）　 エ ポ キ シ 樹 脂塗床

厚 さ

施 　 工 　 部 　 位

＊水 系 　 　 無溶剤 系 　 　 溶剤 系

＊水 系 　 　 無溶剤 系 　 　 溶剤 系

区分 仕 　 上 　 げ 　 の 　 種 　 類 厚 さ

＊平 滑 　 　 防滑

＊平 滑 　 　 防滑

（ １ ）　 単層 フ ロ ー リ ン グ

＊ な ら ＊ １ ５

　 釘 留 め

　 接 着

　 モ ル タ ル 埋込

　 釘 留 め

　 接 着

　 モ ル タ ル 埋込＊ な ら

＊ な ら

＊ １ ５

表面材 の 材種 厚 さ 工 法 仕 上 げ 塗装品 名

（ ２ ）　 複合 フ ロ ー リ ン グ

表面材 の 材種 工 法 仕 上 げ 塗装品 名

　 釘 留 め

　 接 着

　 モ ル タ ル 埋込

種 別

　 モ ザ イ ク パ ー ケ ッ ト

　 フ ロ ー リ ン グ ボ ー ド

　 さ く ら

　 ※ 　 厚 さ は 図面 に よ る 。

（ ３ ）　 特殊 フ ロ ー リ ン グ

仕 上 げ 塗装品 名

　 屋内体 育館 ア リ ー ナ 床 （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ６ ５ １ ９ ）

表 面材 の 材種

　 柔剣道 場 の 床 （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ６ ５ １ ９ ） ＊ な ら

＊ な ら

※　 塗装 の 凡例

　 素地 　 ： 素 地 の ま ま 　 　 　 　 　 　 Ｗ ： 生地 の ま ま 、 ワ ッ ク ス 塗 り 。

　 Ｏ Ｓ Ｗ ： オ イ ル ス テ ン レ ス ワ ッ ク ス 塗 り （ オ イ ル ス テ ン ２ 回 、 ワ ッ ク ス １ 回 ）

　 Ｗ Ｕ Ｐ ： 水 性反応 硬化形 ウ レ タ ン ４ 回塗 り

（ １ ）

（ ２ ）

化 粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸ ﾞ

　 Ａ 種

　 Ｂ 種

＊ Ｃ 種

　 ひ の き 、 ま つ

　 天然木

　 普 通畳 の 種別 ： 　 Ａ 種 　  Ｂ 種 　 　 Ｃ 種 　 ＊ Ｄ 種

　 柔道畳

　 畳床 は 、 J I S  A 5901 （ 畳 床 ） の ２ 級 品 と し 、 畳表 は 、 柔道用 レ ザ ー 表地 （ 裏地 ビ ニ ロ

ン 使用 ） と す る 。

該当 規 格番号 規格 名称

J I S A5404

J I S  A5430

J I S  A5905

J I S  A5908

J I S  A6301

J I S  A6901

木質 系 セ メ ン ト 板

繊維 強化 セ メ ン ト 板

繊維 板

パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド

吸音 材料

せ っ こ う ボ ー ド 製品

HW,  NW,  HF ,  NF

0 . 8FK ,  1 . 0FK

HB ,  MDF ,  I B

RS , VS , DV , DO , DC

RW-F ,  RW-B ,  RW-BL ,  GW-F ,  GW-B ,  DR ,

I B ,  WWCB ,  GB-P ,  HB-P

GB-R ,  GB-S ,  GB-F ,  GB-L ,  GB-D ,  GB-NC

　 せ っ こ う ボ ー ド 及 び そ の 他 の ボ ー ド の 規格 は 下表 に よ る 。（ １ ）

※

（ ２ ）

　 各 ボ ー ド 類 の 厚 さ は 、 図 面 に よ る 。

　 せ っ こ う ボ ー ド の 目地工 法 ： ＊突付 け 工法 　 　 継 ぎ 目 処理工 法 　 　 目透 か し 工 法

　 原材料 は 特 記仕様 書19 . 6 「 繊 維板 の 原材料 」 に よ る 。

　 Ｄ 種 の 場合 の 畳床 　 　 Ｋ Ｔ － Ⅰ種 　 　 Ｋ Ｔ －Ⅱ 　  ＊ Ｋ Ｔ －Ⅲ

種類 の 記号

　 １ 級 　 　 ２ 級 　 紙 ・ 布 　 　 ビ ニ ー ル ク ロ ス

素地 ご し ら え品 質防火性 能施工 部位

　 １ 級 　 　 ２ 級 　 紙 ・ 布 　 　 ビ ニ ー ル ク ロ ス

形 状寸法 き 　 　 じ う わ ぐ す り 役 　 　 　 物

×

×

×

　 有 　 　 　 　 　 　 　 無

　 有 　 　 　 　 　 　 　 無

　 有 　 　 　 　 　 　 　 無

　 施釉 　 　 　 無 釉

　 施釉 　 　 　 無 釉

　 施釉 　 　 　 無 釉

※ 施工部 位 は 図面 に よ る

×

×

×

形 状寸法

　 施釉 　 　 無釉

　 施釉 　 　 無釉

　 施釉 　 　 無釉

　 有 　 　 無

　 有 　 　 無

　 有 　 　 無

標 　 　 特

標 　 　 特

標 　 　 特

き 　 　 じ う わ ぐ す り 役 　 　 物 色 工 　 法

　 再生材 利用 タ イ ル の 使用 　 　 　 ＊使 用 す る 　  　  使用 し な い

　 再生材 利用 タ イ ル の 使用 　 　 　 ＊使 用 す る 　  　  使用 し な い

材 　 　 　 　 料 塗 　 　 厚施工部 位

石 こ う 系 　 　 セ メ ン ト 系

石 こ う 系 　 　 セ メ ン ト 系 １ ０ ㎜ 　 　 　 　 ㎜

１ ０ ㎜ 　 　 　 　 ㎜

(6 . 8 . 2 )

(6 . 8 . 2 )

(6 . 8 . 2 )

(6 . 8 . 2 )

(6 . 8 . 2 ) (6 . 9 . 4 )

(6 . 10 . 2)

(6 . 10 . 2)

(6 . 11 . 2～8)

(6 . 11 . 2～8)

(6 . 11 . 2～8)

(6 . 12 . 2)

(6 . 13 . 2～3)

(6 . 14 . 2)

(6 . 16 . 3)

(6 . 16 . 3) (6 . 16 . 5)

(6 . 17 . 2) (6 . 17 . 3)

　
　
　
　
６
　
　
　
内
　
　
　
装
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

７ .軽量鉄骨壁下地

８ . ビ ニル床シー ト 張 り

10.特殊機能床材

11 . カ ー ペ ッ ト 敷 き

12.合成樹脂塗床

14.畳敷き

13. フ ロ ー リ ング張 り

15. せっ こ う ボー ド 及びそ

   の他のボー ド 張 り

16.壁紙張 り

17.床タ イル張 り

18.壁タ イル張 り

19. セルフ レベ リ ング材塗

   り

９ . ビ ニル床タ イル張 り

　 フ ロ ー リ ン グ

　 ブ ロ ッ ク

＊平 滑 　 　 防滑 　 　 つ や 消

仕 　 上 　 げ 　 の 　 種 　 類

章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項

（ １ ）　 各面 の 下地 調整 が Ｒ Ｂ 種 の 場 合 、 既存塗 膜 の 除 去範 囲 は 次 の と お り と す る 。 (7 . 2 . 1 )

　 塗替 え 面積 の ３ ０ ％

　 劣化 部分 、 脆弱 な 部分 及 び 鋼 面 は 錆等 を 除去 す る も の と し 、 割合 は 状況 に よ る

( ７ 章各 節 )

合成 樹脂調 合 ペ イ ン ト 塗 り (SOP )

フ タ ル 酸樹 脂 エ ナ メ ル 塗 り (FE )

ウ レ タ ン 樹 脂 ワ ニ ス 塗 り (UC)

ク リ ヤ ー ラ ッ カ ー 塗 り (CL )

オ イ ル ス テ イ ン 塗 り (OS)

つ や 有合成 樹脂 エ マ ル シ ョ ン

新 規  ＊A種  　 B種

　 A種 　 ＊B種 　 　 C種

　 A種 　 ＊B種

　 ２ 回

新 規  ＊A種  ○B種

＊RA種  　 RB種

　 RA種  ＊RB種  　 RC種

　 RA種  ＊RB種  　 RC種

　 RA種  ＊RB種

　 RB種

　 汚 れ 、 付 着物除 去

＊RA種  　 RB種

　 RA種  ＊RB種 　  RC種

　 A種 　 ＊B種

塗 替 　  A種  ＊B種 　  C種

塗 替 　  A種  ＊B種 　  C種

該当 塗 　 装 　 の 　 種 　 類 種別 （ 塗 り 回 数 ） 下 地調整

ペ イ ン ト 塗 り (EP-G)

水性 ス テ イ ン （ WSV ）

（ WUP ）

ｼｰﾗｰ 　 ： 　 あ り 　 な し

塗 回数 ： 　 ２ 回 　 ３ 回

ｼｰﾗｰ 　 ： 　 あ り 　 な し

塗 回数 ： 　 ２ 回 　 ３ 回

　 RA種  ＊RB種  　 RC種

　 RA種  ＊RB種  　 RC種

塗装 の 種類 錆止 種別塗 り 種別

( ７ 章各 節 )

錆止 塗 り 下 地調整該当

（ １ ）　 鉄鋼 面

合成樹脂調合

フ タル酸樹脂

２ 液形ﾎﾟ ﾘｳﾚﾀﾝ

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

－

－

－

RC

－

－

－

－

ペイ ン ト 塗(SOP)

エナ メル塗(FE)

ｴﾅﾒﾙ塗(2-UE)

ｴﾅﾒﾙ塗(2-ASE)

ﾍﾟｲﾝﾄ塗(EP-G)屋内

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

＊RA　 　RB

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA

　RA

　RA

　 屋内外共A

＊屋内B屋外A

　 屋内外共A

＊屋内B屋外A 

－

－

－

－

－

－

＊C

　A　 　B　 ＊C　 　 無

　A　 ＊B　 　C

　A　 　B　 ＊C　 　 無

　A　 　B　 ＊C

　A　 　B　 ＊C

　A　 　B　 ＊C　 　 無

新規　  A ＊B

塗替　  A ＊B　  C

新規　  A ＊B

塗替　  A ＊B　  C

塗替　  A ＊B   C

塗替　  A ＊B   C

塗替　  A ＊B   C

塗替　  A ＊B　  C

新規　  A 　B

常温乾燥形ふっ素

樹脂ｴﾅﾒﾙ塗(2-FUE)

新規 ＊A

新規 ＊A

新規 ＊A

＊屋内外共A

　 屋内B屋外A 

（ ２ ）

塗装 の 種類 錆止 種別塗 り 種別

( ７ 章各 節 )

錆止 塗 り 下 地調整該当

合成樹脂調合

フ タル酸樹脂

２ 液形ﾎﾟ ﾘｳﾚﾀﾝ

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

－

－

－

RC

－

－

－

－

ペイ ン ト 塗(SOP)

エナ メル塗(FE)

ｴﾅﾒﾙ塗(2-UE)

ｴﾅﾒﾙ塗(2-ASE)

ﾍﾟｲﾝﾄ塗(EP-G)屋内

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

＊RA　 　RB

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA

　RA

　RA

－

－

－

－

－

－

＊C

　A　 　B　 ＊C　 　 無

　A　 ＊B　 　C

　A　 　B　 ＊C　 　 無

　A　 　B　 ＊C

　A　 　B　 ＊C

　A　 　B　 ＊C　 　 無

塗替　  A ＊B　  C

新規　  A ＊B

塗替　  A ＊B　  C

塗替　  A ＊B   C

塗替　  A ＊B   C

塗替　  A ＊B   C

塗替　  A ＊B　  C

新規 ＊A 　B ＊屋内外共A

　 屋内B屋外A

新規　  A 　B

　 亜鉛 め っ き 鋼面

常温乾燥形ふっ素

樹脂ｴﾅﾒﾙ塗(2-FUE)

新規 ＊A

新規 ＊A

新規 ＊A

（ ３ ）　 鋼製 建具面

塗装 の 種類 錆止 種別塗 り 種別

( ７ 章各 節 )

錆止 塗 り 下 地調整該当

合成樹脂調合

ペイ ン ト 塗(SOP) 　RA　 ＊RB　 　RC

＊RA　 　RB

　A　 　B　 ＊C　 　 無

　A　 ＊B　 　C新規 ＊A 　B ＊屋内外共A

　 屋内B屋外A塗替 ＊A 　B　  C

樹脂ｴﾅﾒﾙ塗(2-FUE)

常温乾燥形ふっ素

塗替　  A ＊B   C

塗替　  A ＊B   C

塗替　  A ＊B   C

－

－

－

－

－

－

　RA

　RA

　RA

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

ｴﾅﾒﾙ塗(2-ASE)

ｴﾅﾒﾙ塗(2-UE)

－

－

－

－

－

－

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

新規 ＊A

新規 ＊A

新規 ＊A

２ 液形ﾎﾟ ﾘｳﾚﾀﾝ

フ タル酸樹脂

エナ メル塗(FE)屋内

　RA　 ＊RB　 　RC

　RA　 ＊RB　 　RC

　 屋内外共A

＊屋内B屋外A 　A　 　B　 ＊C　 　 無

　A　 　B　 ＊C新規　  A ＊B

塗替　  A ＊B　  C

( ７ 章各節)

該当

ア ク リ ル樹脂系非水分散型塗料(NAD)

つや有 り 合成樹脂エマルシ ョ ン

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種　

新規　 　A種　 ＊B種

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種

新規　 　A種　 ＊B種

　RA種　 ＊RB種　 　RC種

　RA種　 ＊RB種　 　RC種

　RA種　 ＊RB種

　RA種　 ＊RB種　 　RC種

新規　 　A種　 ＊B種

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種

　 　 　 　A種　 ＊B種

　RA種　 ＊RB種

　RA種　 ＊RB種

　RA種　 ＊RB種

ア ク リ ル樹脂エナ メル塗(AE)

種別 （ 塗 り 回数 ） 下地調整塗　 装　 の 　 種　 類

ペイ ン ト 塗(EP-G)

合成樹脂エマルシ ョ ンペイ ン ト 塗(EP)

合成樹脂エマルシ ョ ン模様塗料塗(EP-T) 新規　 　A種　 ＊B種

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種 　RA種　 ＊RB種　 　RC種

　RA種　 ＊RB種

　 　 　 　 ＊RB種　 　RC種　 　 　 ＊A種　 　B種

( ７ 章各 節 )

該当 塗　 装　 の 　 種　 類 種別 （ 塗 り 回数 ） 下地調整

ア ク リ ル樹脂系非水分散型塗料(NAD) 　RA種　 ＊RB種　 　RC種　 　 　 　A種　 ＊B種

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種　

新規　 　A種　 ＊B種 　RA種　 ＊RB種

　 　 　 ＊A種　 　B種

　RA種　 ＊RB種　 　RC種

　 　 　 　 ＊RB種　 　RC種

　 　 　 　A種　 ＊B種 　 　 　 　 　RB種　 ＊RC種

新規　 　A種　 ＊B種

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種 　RA種　 ＊RB種　 　RC種

新規　 　A種　 ＊B種

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種

　RA種　 ＊RB種

　RA種　 ＊RB種

　RA種　 ＊RB種

ア ク リ ル樹脂エナ メル塗(AE)

２ 液形ﾎﾟ ﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ塗(2-UE)

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗(2-ASE)

常温乾燥形ふっ素樹脂ｴﾅﾒﾙ塗(2-FUE)

つや有 り 合成樹脂エマルシ ョ ンペイ ン ト 塗

(EP-G)

合成樹脂エマルシ ョ ンペイ ン ト 塗 り

(EP)

( ７ 章各 節 )

該当 塗　 装　 の 　 種　 類 種別 （ 塗 り 回数 ） 下地調整

新規　 　A種　 ＊B種

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種 　RA種　 ＊RB種　 　RC種

新規　 　A種　 ＊B種

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種

　RA種　 ＊RB種

　RA種　 ＊RB種

　RA種　 ＊RB種

つや有 り 合成樹脂エマルシ ョ ンペイ ン ト 塗

(EP-G)

(EP)

新規　 　A種　 ＊B種

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種 　RA種　 ＊RB種　 　RC種

　RA種　 ＊RB種合成樹脂エマルシ ョ ン模様塗料塗

(EP-T)

合成樹脂エマルシ ョ ンペイ ン ト 塗 り

新規　 　A種　 ＊B種

塗替　 　A種　 ＊B種　 　C種 　RA種　 ＊RB種　 　RC種

　RA種　 ＊RB種合成樹脂エマルシ ョ ン模様塗料塗

(EP-T)

２ .木部塗装

１ .既存塗膜の除去範囲

３ .鉄部塗装

４ . モルタル及びプ ラス タ

   ー面の塗装

５ . コ ン ク リ ー ト 及びＡ Ｌ

   Ｃ パネルの塗装

６ .石こ う ボー ド 及びその

   他ボー ド の塗装

７ . マスチ ッ ク塗材塗 (7.2 .6　7.17 .2　 表7.17 .1)

施　 工　 部　 位 種　 別 下地調整

　RA種　 ＊RB種　 　RC種

仕上材

　A　 　E

凸面処理

　 有　 　 無　A種　 　B種　 　C種

　RA種　 ＊RB種　 　RC種　A　 　E　 有　 　 無　A種　 　B種　 　C種

※ 　 仕上材の凡例　 　 Ａ ：ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ２ 回塗 り 　 Ｅ ： つや有 り 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ ２ 回塗 り

　
　
　
　
７
　
　
　
塗
　
　
　
装
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項

小  形  丸  鋼

鉄筋 の 種 別

異  形  鉄  筋

異  形  鉄  筋

適用径 （ ｍ ｍ ） 種 　 類 　 の 　 記 　 号

Ｄ １ ３ 以下

Ｄ １ ６ 以上

＊ Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ

　 Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ

＊ Ｓ Ｒ ２ ３ ５

＊Ｓ Ｄ ３ ４ ５

　 Ｓ Ｄ ３ ４ ５

Ｄ １ ６ 以下

Ｄ １ ９ 以上

該 当

接 　 　 合 　 　 方 　 　 法適 　 用 　 径

　 網 目形状 及 び 寸 法 　 100×100ｍ ｍ 　 　 鉄線 の 径 　 6ｍ ｍ

＊重 ね継手 　 　 ガ ス 圧 接継手 　 　 機械式 継手 　 　 溶接 継手

　 重ね 継手 　 ＊ ガ ス 圧接 継手 　 　 機械 式継 手

　 配 筋 の 種 別 ： ＊ 図面 に よ る 。 　 定 着長 さ ： 　 　 Ｌ １ 　 ＊ Ｌ ２

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

　 ＊ Ⅰ類 　 　 　 　 Ⅱ類

※ 　 J I S認 定表示 工場 で 、 か つ 、 （ 社 ） コ ン ク リ ー ト 工学 協会 か ら 認定 さ れ た コ ン ク リ ー

ト 主 任技士 又 は コ ン ク リ ー ト 技士 あ る い は こ れ ら と 同 等以 上 の 技 術者 が 常駐 し て お り 、

配合 設計及 び 品 質管理 等 を 適 切 に 実施 で き る 工 場 （ 全 国品 質管理 監査会 議 の 策定 し た 統

一監 査基準 に 基 づ く 監 査 に 合 格 し た 工場 等 ） か ら 選定 す る こ と と し 、 こ れ に よ り 難 い 場

　 セ メ ン ト 名

　 ＊ 普通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 又 は 混合 セ メ ン ト の Ａ 種

※ 　 試 験機関 は 、 公的機 関又 は こ れ に 準 ず る 機関 （ 大学 、 都 道府県 の 試験 機関 、 公益 法人

で あ る 民間 試験 機関 、 中小企 業近 代化促 進法又 は 中小 企業 近代化 資金助 成法 に 基 づ く 構

造改 善計画 等 に よ っ て 設立 さ れ た 共同試 験場 、 そ の 他 信頼 に 値 す る 機関 ） で あ る こ と 。

　 砂 利及 び 砂 の ア ル カ リ シ リ カ 反 応性区 分 　 　 ＊ Ａ 　 　 Ｂ

　 砕 石及 び 砕砂 の ア ル カ リ シ リ カ 反応性 区分 　 ＊ Ａ 　 　 Ｂ

　 骨 材 の 最 大寸 法 ： ＊ ２ ５ ㎜ 　 　 ２ ０

　 ＊J I S 　 A 　 6204 　 Ａ Ｅ 減水 剤又 は 高性 能 Ａ Ｅ 減水剤 　 　 そ の 他 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）

２ ３ 節 に 係 る 特記 事項 は 、 す べ て 図 示 と す る 。

　 超 音波探 傷試験 ： ＊ 行 う 　 　 行 わ な い

(8 . 2 . 2)

（ 8 . 3 . 9 ）

(8 . 2 . 5)

(表8 . 1 . 1)

(8 . 2 . 5)

(8 . 2 . 5)

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

　 設 計基準 強度 Ｆ ｃ （ Ｎ ／ ｍ ｍ 2 ） は 次 の と お り と す る 。

　 　 　 Ｎ ／ ｍ ｍ 2    　 施 工部位 ：

　 １ ８ Ｎ ／ ｍ ｍ 2 　 　 　 施 工部位 ：

　 所 要 ス ラ ン プ ： 基礎 、 地中 ば り で （ ＊ １ ５ 　 　 １ ８ ） ｃ ｍ と し 、 柱 、 は り 、 床 、 壁 で

１ ８ ｃ ｍ と す る 。

　 ２ １ Ｎ ／ ｍ ｍ 2 　 　 　 施 工部位 ：

　 室 内工事 に お け る 温 度補正 ： 　 　 行 わ な い 　 　 ３ Ｎ ／㎜2 　 　 ６ Ｎ ／㎜2

　 Ａ 種 　 　 　 ＊ Ｂ 種 　 　 　 　 Ｃ 種

（ １ ）　 あ と 施工 ア ン カ ー の 材料 (8 . 2 . 4)

　 　 金属系 ア ン カ ー 　 　 ア ン カ ー 本体 の 径及 び 埋込 み 深 さ ： 図面 に よ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 セ ッ ト 方 法 　 　 ＊本体 打込 み 式

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 接合 筋 の 種類 、 径及 び 長 さ ： 　 　 　 図面 に よ る 。

　 ＊ 接着系 ア ン カ ー 　 　 ア ン カ ー 筋 の 径 及 び 埋 込 み 深 さ ： 　 図面 に よ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ン カ ー の 種類 ： 　 ＊ カ プ セ ル 形 　 　 注 入形

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 接着 剤 の 品質 　 　 　 ＊ 有機系 　 　 　 　 無 機系

（ ２ ）あ と 施工 ア ン カ ー の 耐 力 　 　 引張 り 耐力 　 　 　 　 　 KN 　 　 せ ん 断 耐力 　 　 　 　 　 KN

（ １ ） 　 性 能確認 試験 　 　 　 行 う 　 ＊行 わ な い (8 . 2 . 4)

（ ２ ）　 施 工確認 試験 　 　 ＊ 行 う （ 確認 強度 　 　 　 　 　 KN ） 　 行 わ な い (8 . 11 . 5)

(8 . 11 . 2)（ １ ）

（ ２ ）

　 範囲 ： 　 ＊ あ と 施 工 ア ン カ ー 施 工部 分全体 　 　 図 面 に よ る 。

　 方 法 ： 　 ＊探 査器 に よ り 調 査 し 、 墨出 し を 行 う 　 　 は つ り 出 し に よ る

　 Ｓ 　 　 Ｈ 　 　 Ｍ 　 　 Ｒ 　 　 Ｊ 　 以上 と す る

該 当 J I S規格番 号 規  格  名  称  等 種類 の 記 号

　 ＊ 適用 す る 　 　 　 適 用 し な い

　 鉄 骨加工 業者 の 資格 　

　 建 築基準 法第 ７ ７ 条 の ４ ５ 第 １ 項 に 基 づ き 国 土交通 大臣 か ら 性 能評価 基準 と し て 認可 を 受

け た （ 社 ） 全国鐵 構工 業会又 は （ 株 ） 日 本鉄骨 評価 セ ン タ ー の 「 鉄骨製 作工場 の 性 能評価 基

準 」 に 定 め る 下記 の グ レ ー ド と し て 国土 交通大 臣 か ら 認定 を 受 け た 工場 と す る 。

　 鋼 材 の 種 類 は 次 に よ る 。

（ １ ）　 種 類

　 　 Ｊ Ｉ Ｓ 形高 力 ボ ル ト 　 　 　 　 セ ッ ト の 種類 は ２ 種 （ F10T ） と す る 。

　 　 溶融亜 鉛 メ ッ キ 高 力 ボ ル ト 　 セ ッ ト の 種類 は １ 種 （ F8T相 当 ） と す る 。

　 す べ り 係 数試 験 ： 　 ＊行 わ な い 　 　 行 う（ ２ ）

　 ＊ 行 わ な い 　 　 行 う

（ １ ）

（ ２ ）

　 種 　 　 別 　 ＊ 耐火材 吹付 け 　 　 耐火板 張 り 　 　 耐火 材巻 付 け 　 　 ラ ス 張 り モ ル タ ル 塗 り

　 完 全溶込 み 溶接 部 の 超音波 探傷試 験 ： 　 ＊行 う 　 　 行 わ な い

　 所 要性能 　 　 　 30分 耐火 　 　 　 　 １ 時 間耐火 　 　 　 ２ 時 間耐火

(8 . 19 . 2 　 8 . 20 . 2 　 8 . 21 . 2)

(8 . 19 . 3 　 8 . 20 . 3 　 8 . 21 . 3)

（ １ ）　 既 存仕上 げ の 撤去範 囲 　 　 最小 限 の 範 囲 　 　 図面 に よ る 。

（ ２ ）

（ ３ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 壁面 ： 　 　  打 継 ぎ 面 の 15% 　 　 打継 ぎ 面 の 30% 　  図面 に よ る 。

(8 . 19 . 6 　 8 . 20 . 7 　 8 . 23 . 8)

(8 . 19 . 8 　 8 . 21 . 5)

(8 . 19 . 10 　 8 . 20 . 9 　 8 . 21 . 8 　 8 . 23 . 10)各工 事後 の 仕上 げ ： 図 面 に よ る 。

　 設 備機器 、 配 管等 の 撤去 、 移設 ： 図面 に よ る 。

　 既 存構造 体 の 撤去範 囲 、 鉄 筋及 び 鉄骨 の 処置 ： 図面 に よ る 。

目荒 ら し の 程 度 ： 　  平均深 さ 5㎜ 　  平 均深 さ 10㎜ 　  図 面 に よ る 　

　 ス パ イ ラ ル 筋 　 　 は し ご 筋 　 　 図 面 に よ る 。

打込 み 工法 の 種類 ： 　  流 込 み 工 法 　 　 圧入 工法

(8 . 2 . 11)材料 ：  　 炭素 繊維 　 　 ア ラ ミ ド 繊維 　 　 ガ ラ ス 繊 維

材質 (含 浸硬化 後 ) 　 　 引張強 度 　 　 　 　 Ｎ ／mm2 　 　 ヤ ン グ 係 数 　 　 　 　 Ｎ ／mm2

ひ び 割れ部 の 改修 　 　 ＊行 う 　 　 行 わ な い

柱 の 隅角部 の 面取 り の 大 き さ ： 図面 に よ る 。

連続 繊維補 強材 の 強度 試験 ： 　  行 う 　 ＊行 わ な い

工法 ： 　  シ ー ト 工 法 　 　 テ ー プ 工法 　  ス ト ラ ン ド 工 法

　 ス リ ッ ト の 幅及 び 深 さ 、 耐 火材 の 仕様 箇所及 び 仕様 、 遮 音材 の 仕様箇 所及 び 仕様 は 、

図面 に よ る 。 (8 . 22 . 2)

(8 . 1 . 5)

(8 . 2 . 7)

(8 . 2 . 8)

(8 . 12 . 9)

(8 . 13 . 2)

(8 . 14 . 11)

(8 . 17 . 2)

合 は 監督職 員 と 協議 す る こ と 。

１ .鉄筋の種類

２ .溶接金網

３ .鉄筋の継手

４ .壁の配筋

５ .圧接完了後の試験

６ . レデ ィ ミ ク ス ト コ ン ク

   リ ー ト の類別

７ . セ メ ン ト の種類

８ .骨材

９ .混和剤

10.普通コ ン ク リ ー ト

11.打放仕上げの種別

12. あ と施工アン カー

13. あ と施工アン カーの試

   験

14.埋込配管等の探査

15.施工管理技術者

18.高力ボル ト の区分

19.鉄骨の仮組

20.溶接部の試験

21.耐火被覆

22.既存部分の撤去等

23.既存部分の処理

24.割裂補強筋

25. コ ン ク リ ー ト の打込み

26.仕上げ

27.連続繊維補強工法

28.耐震ス リ ッ ト 新設工事

29.免震改修 ・ 制振改修

16.鉄骨製作工場

17.鋼材の種別

　
　
　
　
８
　
　
　
耐
　
　
　
震
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

　 ＊ ト ル シ ア 形 高力 ボ ル ト 　 　 　 セ ッ ト の 種類 は ２ 種 （ S10T ） と す る 。

章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項

　 含有調 査 ： 　 　 　 ヶ 所 （ 調査部 位 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 含有調 査済 ： 含有 建材等 は 、 図 面 に よ る 。

　 分析方 法 は 、 J I S  A1481 「 建 材製 品中 の ア ス ベ ス ト 含 有率 測定法 」 と す る 。

(9 . 1 . 1 )

 (9 . 1 . 1 )

ア ス ベ ス ト 除去 後 の 仕上 げ 　 　 図 面 に よ る 。

施 工調査 　 　 ＊ 行 う 　 　 行 わ な い

(9 . 1 . 1 )ア ス ベ ス ト 粉 じ ん 濃 度測定 　 　 ＊ 行 う 　 　 行 わ な い

（ １ ）　 作業主 任者

（ ２ ）　 除去作 業者

　 ア ス ベ ス ト 含 有建 材 の 除 去 は 、 石綿 作業主 任者技 能講 習又 は 、 平成 １ ８ 年 ３ 月 以前 の

特 定化学 物質等 作業 主任者 技能講 習 を 修了 し た 者 の う ち か ら 、 ア ス ベ ス ト 作 業主 任者 を

選 任 し 、 必要 な 管理 を 行 わ せ る

　 ア ス ベ ス ト 含 有建 材 の 除 去 に 従 事 す る 作業 者 （ 以 下 「 除去作 業者 」 と い う ） は 、 石綿

障 害予防 規則 に 基 づ く 特別 教育 を 受 け た 者 と す る 。

　 ま た 、 除去作 業者 は 、 一 般健康 診断 、 石綿 健康診 断 、 じ ん 肺 健康診 断 を 受 診 し た 者 と

し 、 肺機 能 に 異 常 が な い 者 と す る 。

（ ３ ）　 表示及 び 掲示

　 施工範 囲 の 出 入口 に 、 「 ア ス ベ ス ト 作業主 任者名 と 職 務 の 内 容 、 関 係者以 外立 入禁止 、

喫 煙 ・ 飲 食 の 禁 止 、 ア ス ベ ス ト 作 業中 等 」 の 表示 を 行 う 。

　 ま た 、 ア ス ベ ス ト の 有害 性 、 取 扱上 の 注意 事項 、 使用 す べ き 保護具 の 掲示 を 行 う 。

　 な お 、 掲示 の 種類 は 、 次 に よ る 。

① 　 吹 き 付 け 等 届出 対象 の 場合 の 掲示

当現場 で は 、 （ 　 　 　 ） 労働基 準監 督署 へ

　 □労働安全衛生法第88条第4項 （ 労働安全衛生規則第90条第5号の2 ） の規定に よ る計画の届出

　 □石綿障害予防規則第5条第1項の規定に よ る作業の届出

建築 物等 の 解体等 の 作 業 に 関 す る お 知 ら せ

を行ってお り ます 。

また 、 北海道知事 （ 　 　 　 ） へ

　 □大気汚染防止法第18条第15項の規定に よ る作業の届出を行っています 。

届出年月日平成 　 　 年 　 　 月 　 　 日

届出内容

平成 　 　 年 　 　 月 　 　 日届出年月日

届出者住所

届出先

届出者氏名

石綿に係る特別教育を受講し た者が作業を行っ ています 。

受講し た特別の教育 ： 　 　 　 　 の実施し た講習 （ 平成 　 年 　 月受講 ）

石綿のば く 露防止措置及び石綿粉じ んの飛散防止措置の概要 ：

連絡先 ：

現場責任者氏名 ：

作業期間

平成 　 年 　 月 　 日 （ 表示日 ）

平成 　 年 　 月 　 日～

平成 　 年 　 月 　 日

施工事業者名 ：

（ 石綿のば く 露防止対策及び石綿粉じ んの飛散防止対策の内容 ）

（  氏 名 ） 　 を石綿作業主任者に選任し ています 。

② 　 成形 板等 の 届出 の 必要 が 無 い 場合 の 掲示

建築物等の解体等の作業に関するお知らせ

　 石綿障害予防規則に基づき 、 当現場では適切な石綿のば く 露防止対策及び石綿粉じ んの飛散防止対策を

石綿に係る特別教育を受講し た者が作業を行っ ています 。

受講し た特別の教育 ： 　 　 　 　 の実施し た講習 （ 平成 　 年 　 月受講 ） 連絡先 ：

現場責任者氏名 ：

作業期間

平成 　 年 　 月 　 日 （ 表示日 ）

平成 　 年 　 月 　 日～

平成 　 年 　 月 　 日

施工事業者名 ：

行っ てお り ます 。

（  氏 名 ） 　 を石綿作業主任者に選任し ています 。

　 石綿のば く 露防止対策及び石綿粉じ んの飛散防止対策の内容

石綿のば く 露防止措置及び石綿粉じ んの飛散防止措置の概要 ：

③ 　 ア ス ベ ス ト 含有 建材 を 使 っ て い な い 場合

建築物等の解体等の作業に関するお知らせ

作業期間 平成 　 年 　 月 　 日～

平成 　 年 　 月 　 日

調査方法

（ 調査年月日 ）

施工事業者名 ：

現場責任者氏名 ：

連絡先 ：

せん 。

平成 　 年 　 月 　 日 （ 表示日 ）

　 石綿障害予防規則に基づ く 石綿の使用の有無の調査を行っ た結果 、 当現場では石綿を使用し てお り ま

（ ４ ）　 保護具 ・ 保護 衣

　 除去作 業者 は 、 作 業内容 に 応 じ た 呼 吸用保 護具 、 保護 め が ね を 使用 す る と と も に 、 ア

ス ベ ス ト が 付着 し に く く 、 付着 し た ア ス ベ ス ト が 容 易 に 除去 で き る 作 業衣又 は 、 保護衣

を 着用 す る 。

（ ５ ）　 除去 し た ア ス ベ ス ト 等 の 保管及 び 運 搬

　 除去 し た ア ス ベ ス ト 含有 建材 を 搬出 す る ま で の 間 、 現 場 に 保 管 す る 場合 は 、 一 定 の 保

管 場所 を 定 め 、 他 の 内装材 と 分別 し て 保管 す る も の と し 、 シ ー ト で 覆 う 等 、 飛散 防止措

置 を 講 ず る 。

　 ま た 、 保管場 所 に は 、 ア ス ベ ス ト 等 の 保管 場所 で あ る こ と の 表示 を 行 う 。

（ ６ ）　 確認及 び 後片 付 け

　 除去作 業 が 終 了後 、 高性 能真空 掃除 機 で 、 床等 を 清掃 す る 。

　 処理 を 行 う 吹 付 け 材 の 種 類及 び 処理 方法

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 処理 方法 　 ＊除去 　 　 封 じ 込 め 　 　 囲 い 込 み

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 処理 方法 　 ＊除去 　 　 封 じ 込 め 　 　 囲 い 込 み

　 　 　 （ 処理 を 行 う 範囲 は 図示 に よ る ）

　 処理方 法 は 、 「 道 有施設 の 吹付 け ア ス ベ ス ト 対策 工事仕 様書 」 に よ る 。

(9 . 1 . 3)　 除去 し た ア ス ベ ス ト 含有 吹付 け 材等 の 処理 は 、 次 に よ る 。

　 　 ＊密 封処理 (二 重袋 梱包 ) 　 　 セ メ ン ト 固 化

　 除去 す る 保温 材等 の 種類 及 び 処 理方 法 (9 . 1 . 4 )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 処理方 法 　 　 掻 き 落 し 　 　 破砕 　 　 切 断

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 処理方 法 　 　 掻 き 落 し 　 　 破砕 　 　 切 断

　 作業場 の 隔離 　 　 ＊行 う 　 　 行 わ な い (9 . 1 . 4 )

　 除去 す る 成形 板 の 種類 (9 . 1 . 5 )

（ １ ）　 共通事 項 ： 断 熱材 は ノ ン フ ロ ン 仕様 と す る 。

（ ２ ）　 断熱材 (J I S  A9511 　 A9514 　 A9504 　 A9505) (9 . 3 . 2 )

該当 厚 さ (㎜ )材 　 料 　 の 　 種 　 類 材料 の 類別 及 び 品質

ビ ー ズ 法ﾎﾟ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

押出法ﾎﾟ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

硬質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム

Ｂ 類  　 １ 種  　 ２ 種 ａ  　 ２ 種 ｂ  　 ３ 種

　 1種 ( 　  1 　  2 　  3)号 　  2種 ( 　  1 　 2 　 3)号

（ ３ ）

(9 . 3 . 2 　 9 . 3 . 4 )　 既存外 壁 の 処 置 　 　 仕上 げ 材撤 去 　 　  行 う 　  行 わ な い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 欠損 分 の 改 修 　 　  行 う 　  行 わ な い  (9 . 3 . 3 )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 下地 面 の 清 掃 　 　  行 う ( 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ) 　  行 わ な い

　 外断熱 改修

（ ４ ）　 断熱 ・ 防露改 修

　 施工部 位及 び 部位 毎 の 厚 さ に つ い て は 図面 に よ る 。 (9 . 5 . 3 )

汚 物等 の 処理
　 隔離養 生 に 用 い た シ ー ト 、 使用 し た 使 い 捨 て 保護 衣 、 高性能 真空掃 除機 フ ィ ル タ 、 除

じ ん 機 フ ィ ル タ は 、 密封処 理 （ 二 重袋 梱包 ） と す る 。

監 督職員 と 協議 す る 。

　 ま た 、 監督職 員 の 立会 の 上 で 、 除去 が 十分 行 わ れ て い る こ と を 目視 確認 を 受 け る 。

　
　
　
９
　
　
環
　
　
境
　
　
配
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改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

１ . アスベス ト 含有建材の

   処理工事

２ .除去工事共通事項

   材の除去等

４ . アスベス ト 含有保温材

３ . アスベス ト 含有吹付け

   等の除去

５ . アスベス ト 含有成形板

   の除去

６ .外断熱改修工事及び断

   熱 ・ 防露改修工事

　 建材 の ア ス ベ ス ト 含有調 査 は 、 次 に よ る 。 な お 含 有調査 の 結 果 、 設 計図書 と 異 な る 場 合 は 、

Ａ 類  　 特号  　 １ 号  　 ２ 号  　 ３ 号  　 ４ 号

　 外装材 の 種類 、 防 火性能 、 通気 層及 び 工法 ： 図面 に よ る

　 ﾏｰﾌ ﾞﾙ　 　 ﾌ ﾟ ﾚｰﾝ

　 Ｕ Ｃ Ｂ ： ウ レ タ ン 樹脂 ワ ニ ス 塗 り Ｂ 種 （ ２ 回塗 り ）

目荒 ら し の 範囲 　 柱 、 梁 ： 　  打 継 ぎ 面 の 30% 　 　 打継 ぎ 面 の 75% 　  図面 に よ る 。

水性 反応硬 化形 ウ レ タ ン ク リ ア 塗

（ WUC ）

ｼｰﾗｰ 　 ： 　 あ り 　 な し

塗 回数 ： 　 2回 　 3回 　 4回
　 RA種  ＊RB種  　 RC種

水性 反応硬 化形 ウ レ タ ン 塗



種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社

図面番号

縮尺
Ａ意匠中 原 建 築 設 計 事 務 所

改修工事特記仕様書 （ 4 ） ＮＯＮ２０１４

社会教育総合セン ター改修工事

4

116.9

3

（ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ ３ ２ ２ ）

＊ 塗装 溶融55%ア ル ミ ニ ウ ム －亜鉛 合金 め っ き 鋼板及 び 鋼帯

　 ＊ 立 ち 巻 き は ぜ 工法 　 　 平 巻 き は ぜ 　 　 溶接 　 　 そ の 他 （ 　 　 　 　 ）

　 ＊蟻 掛葺 き 　 　 横葺 き 　 　 瓦棒葺 き

規 格名 称 （ 規 格番号 ） 厚 さ （ ｍ ｍ ）

 　 ０ ． ４

 　 ０ ． ３ ５

ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ

　 塗装 ： ＊片 面 　 　 両面

　 軒先 面戸板 ： ＊ 有 り 　 　 無 し

　 山高 ： 　 150㎜ 　 厚0 . 5㎜ 　 　 175㎜ 　 厚1 . 0㎜ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ピ ッ チ ： 　 　 　 　 ㎜

　 断熱 材 ： 　 有 り （ 種類 ： 　 　 　 　 　 ） 　 　 無 し 　 　 耐 火性 能 ： 　 耐火30分 　 　 不燃

　 折板 の 材料 ： ＊ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ ３ １ ２

　 形式 ： ＊重 ね 形 （ Ｋ ） 　 　 は ぜ 締 め 形 （ Ｈ ） 　 　 か ん 合形 （ Ｇ ）

（ ２ ）　 工法

（ １ ）　 形式

施  工  部  位

１ .長尺金属板の種類

２ .長尺金属板の葺き工法

３ .既存撤去範囲 既存 長尺 カ ラ ー 鉄板

（ １ ）

（ ２ ）

（ ４ ）

（ ５ ）

（ ６ ）

（ ３ ）

４ .折板葺き

　
　
　
　
屋
　
根
　
工
　
事

１ ０

   等

　 な お 、 設計 に 対 し て 過大 な で き 形数 量 に 変 更 す る も の で は な い こ と に 留 意 す る こ と 。

を 請負人 に 行 わ せ る こ と が あ る 。

　 な お 、 数量 の 確認 が で き な い 場合 を 除 き 、 施工前 に 数 量 を 確 定 す る こ と 。

取 り 合 い 等 に よ っ て 新 た に 必要 と な る 項目 に つ い て も 概 数 と し て 取 り 扱 う こ と が あ る 。

区 　 　 分 設計 数量 （ 単位 ） 確定 数量 （ 単位 ）

　 工事数 量総 括表細 目別内 訳 の 備考欄 に 「 概 数 」 又 は 「 概 」 と 表示 さ れ た 項目 ・ 数量

処 分量 処 分量

鉄 筋露出 部補修 （ 暴 露端 ）

ひ び 割れ 補修 　 0 . 2≦Ｗ ≦1 . 0㎜

ひ び 割れ 補修 　 1 . 0㎜＜ Ｗ

ｍ

か 所

ｍ

ｍ

㎡

ｍ

か 所

ｍ

ｍ

㎡

　 概数 と し て 取 り 扱 っ て い る 事 項 の 施 工 に 当 た っ て は 、 施工前 に 監督 職員 と 協議 す る こ

積 込 ･運 搬 量 積 込 ･運 搬 量

　 次 に 示 し た 数量 は 概数 で あ り 、 必要 に 応 じ て 設計 変更 す る も の と す る 。

　 こ の 工 事 に お い て は 、 設 計変 更図書 の 作成 （ 設計 変更 図面 の 作成及 び 工 事数量 の 算出 ）

　 概数 と し て 示 し た 仮設工 の 工 事数量 は 、 標 準的 な 工法 に よ り 算出 し た も の で あ る た め 、

特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項章 項 　 　 　 　 目章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 記 　 　 　 事 　 　 　 項

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
　
　
の
　
　
　
他

章

１ １

（ １ ）

（ ２ ）

（ ３ ）

（ ４ ）

（ ５ ）　 概数

ｱ .

ｲ . 　 次 の 項 目 ・ 数量

鉄 筋露出 部補修

と 。

１ .概数等発注

項 　 　 　 　 目

欠 損部補 修 　 小 規模 　 100×100以 下

欠 損部補 修 　 一 般 　 　 300×300以 下

か 所

㎡

か 所

㎡欠 損面補 修

浮 き 補修

か 所 か 所

か 所 か 所タ イ ル 浮 き 補修 　 　 300×300以下



意匠 Ａ 5

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４ 1/1000案内図　配置図

社会教育総合センター改修工事

案内図

配置図

建設位置

至ル　美瑛

-凡例-

： 　既存建物　改修範囲を示す

： 　既存建物を示す

至ル　富良野

４ ， ９ ６ ６ ． ３ ７ 　㎡

１ ５ ５ ． ４ ６ 　㎡

７ １ ２ ． ２ ９ ５ 　㎡

５ ， ８ ３ ４ ． １ ２ ５ 　㎡

３ ， ５ ８ ７ ． ０ １ 　㎡

２ １ ２ ． ２ ８ 　㎡

７ ３ ２ ． ４ １ ０ 　㎡

４ ， ５ ３ １ ． ７ ０ ０ 　㎡

○　 　敷地面積　 　 　 ４ ２ ， ０ ２ ０ ． ０ １ 　㎡

○　 　建ぺい率　 　 　

○　 　容積率　 　 　 　

○　 　用途地域　 　 　用途指定 ・ 防火，準防火指定無し

○　 　面積表

７０％　　＞４，５３１．７００／４２，０２０．０１＝０．１０７８　　　１０．７８％

４００％　＞５，８３４．１２５／４２，０２０．０１＝０．１３８８　　　１３．８８％

○　 　建築位置　 　 　空知郡上富良野町緑町１丁目

社会教育総合施設

Ｂ＆Ｇ海洋センター

武道館

合計

床面積 建築面積

建築概要

隣
地
境

界
線

　
１
４
３
，
１
４
３

２ ， ４ ０ ０

２
１
，

１
１
８

隣
地
境

界
線

　
８
１
，
２
７
０

隣地境界線　 ７ ５ ， ８ １ ８

隣
地

境
界
線

　
４
７
，

０
０
９

隣地境界線　 ９ ５ ， ０ ３ ２

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路境界線　 １ ６ ３ ， ９ ８ ２

隣地境界線　 １ ５ ２ ， ７ ２ ７

隣
地
境
界
線

　
４

３
，
６
３
６

道
路
境
界
線

　
８

６
，
３
６
２
　

隣地境界線　 １ ４ ３ ， ４ ９ ８

EXP . J

道路

道路

Ｂ＆Ｇ海洋センター

前庭

武道館

プール

屋外スポーツ広場

駐車場

（ 既存 ）

浄化槽

社会教育総合施設

（ 総合体育館側 ） （ ホール側 ）

駐車場

芝

芝

芝

芝

10 , 909

1
0
,9

0
9

7
,5

0
0

7 , 5 0 0

16 1

82 ,800

4
8
,0
0
0

Ａ

Ｉ

ﾌｪﾝｽ

ｽﾛｰﾌﾟ
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外部仕上表

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　 計　 年　 月

管理建築士
１ 級建築士登録第８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２ ０ １ ４
意匠 Ａ

仕上表 -

社会教育総合センター改修工事

凡

例

＜床・ 下地＞

Ｆ Ａ

Ｆ Ｂ

Ｆ Ｃ

Ｆ Ｄ

Ｆ Ｅ

Ｆ Ｆ

Ｆ Ｇ

Ｆ Ｈ

Ｆ Ｉ

Ｆ Ｊ

Ｆ Ｋ

Ｆ Ｌ

Ｆ Ｍ

Ｆ Ｎ

コ ンク リ ート 金ゴテ

木組下地

モルタル木ゴテ

モルタルタ イル下地

床暖房仕様

モルタル金ゴテ

無筋コ ンク リ ート 金ゴテ

12㎜ラワ ン合板下地

＜壁・ 下地＞

ＷＡ

ＷＢ

ＷＣ

ＷＤ

ＷＥ

ＷＷ

ＷＧ

ＷＨ

ＷＩ

ＷＪ

ＷＫ

ＷＬ

ＷＭ

ＷＮ

木組下地

コ ンク リ ート

コ ンク リ ート ブロ ッ ク

モルタル

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ（ ラス下地）

モルタル刷毛引

ラスモルタルタ イ ル下地

軽量鉄骨壁用下地（ LGS）

耐火間仕切壁（ 1時間）

耐火間仕切壁（ 2時間）

＜天井・ 下地＞

Ｃ Ａ

Ｃ Ｂ

Ｃ Ｃ

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｅ

Ｃ Ｃ

Ｃ Ｇ

Ｃ Ｈ

Ｃ Ｉ

Ｃ Ｊ

Ｃ Ｋ

Ｃ Ｌ

Ｃ Ｍ

Ｃ Ｎ

木組下地

コ ンク リ ート 打放シ補修

モルタル金ゴテ

軽量鉄骨天井用下地（ LGS）

＜タ イ ル＞

床用Ｔ Ａ

　 　 Ｔ Ｂ

　 　 Ｔ Ｃ

壁Ｔ Ｄ

　 　 Ｔ Ｇ

　 　 Ｔ Ｆ

　 　 Ｔ Ｅ

磁器質タ イ ル

磁器質タ イ ル

モザイ ク タ イ ル

陶器質タ イ ル

磁器質タ イ ル

磁器質タ イ ル

モザイ ク タ イ ル

＜特記事項＞ 備　 　 　 考

・

・

・

既存

改修

既存

改修

既存

改修

既存

改修

既存

改修

既存

改修

既存

改修

既存

改修

既存

0. 8tアルミ スパン ド レ ル貼

既存

改修

既存

改修

タ イ ル貼

コ ン ク リ ート 打放し の上　 外装用塗装(吹付タ イ ル)

軒天

既存

改修

改修

既存

改修

既存

改修

既存

既存

改修

既存

改修

既存

改修

改修

（ 上段） 60t押出成型セメ ン ト 板[平物・ リ ブ付]　 外装用塗装(吹付タ イ ル)　 ／　 （ 下段） コ ン ク リ ート 打放し の上　 外装用塗装（ 吹付タ イ ル）

＜塗装＞

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

＜廻り 縁＞

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

＜室名札＞

Ｅ

Ｆ

木製

アルミ 製（ 目透かし 型）

アク リ ル製面付（ 文字入共） 　 　 （ 　 　 　 ×　 　 　 ）

アク リ ル製持出（ 文字入共） 　 　 （ 　 　 　 ×　 　 　 ）

アク リ ル製切抜文字　 　 　 　 　 　 （ 　 　 　 ×　 　 　 ）

ピ ク ト サイ ン（ 絵入リ ） 　 　 　 　 （ 　 　 　 ×　 　 　 ）

シート 文字　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 　 　 　 ×　 　 　 ）

ピ ク ト サイ ン（ 絵入リ ） 　 　 　 　 （ 　 　 　 ×　 　 　 ）

合成樹脂　 45号（ 9. 5㎜用）

合成樹脂　 54号（ 6㎜用）

合成樹脂（ 目スカシ用） TV-13

＜防火認定番号＞

12. 5㎜化粧石膏ボード （ 不燃）

無機質壁紙

ビ ニールク ロ ス

ALCd50（ 外壁　 非耐力）

岩綿吸音板（ 不燃）

石綿セメ ン ト 板（ 不燃）

グラスウールマッ ト （ 不燃）

（ 防火認定品）

（ 防火認定品）

9. 5㎜石膏ボード （ 準不燃）

12. 5㎜石膏ボード （ 不燃）

9. 5㎜化粧石膏ボード （ 不燃）

9. 5㎜化粧石膏ボード （ 準不燃）

（ Ｎ Ｍ－０ １ ２ ７ ）

（ Ｎ Ｍ－８ ５ ９ ９ ）

（ Ｎ Ｍ－８ ６ １ ９ ）

（ Ｎ Ｍ－８ ５ ７ ６ ）

（ Ｎ Ｍ－８ ６ ０ ５ ）

（ Ｑ Ｍ－９ ８ ２ ８ ）

（ Ｎ Ｍ－８ ６ １ ３ ）

（ Ｑ Ｍ－９ ８ ２ ４ ）

（ Ｆ Ｐ ０ ６ ０ Ｎ Ｅ －９ ２ ９ ３ ）

LGS下地　 15㎜石膏ボード 両面2層

LGS下地　 15㎜石膏ボード 両面2層

（ Ｆ Ｐ ０ ６ ０ Ｎ Ｐ －９ １ ７ ３ ）

（ Ｆ Ｐ ０ ６ ０ Ｎ Ｐ －９ ０ ６ １ ）

LGS下地　 12. 5㎜石膏ボード 両面2層 （ Ｆ Ｐ ０ ６ ０ Ｎ Ｐ －０ ０ １ ４ ）

Ｓ Ｏ Ｐ

Ｅ Ｐ

ＡＥ Ｐ

Ｃ Ｌ

Ｏ Ｓ

Ｕ Ｅ

Ｕ ｄ

合成樹脂調合ペイント 塗

合成樹脂エマルジョ ンペイ ン ト 塗

合成樹脂エマルジョ ンペイ ン ト 塗

ク リ アラッ カー塗

オイルステン塗

ポリ ウ レ タ ン塗（ 鉄部）

ポリ ウ レ タ ン塗（ 木部）

Ｖ Ｐ 塩化ビ ニール樹脂エメ ナル塗

Ｆ Ｕ Ｅ

ＷＡＰ

ＷＥ Ｐ

ＷＵ Ｐ

ＷＵ Ｃ

フ ッ素樹脂エメ ナル塗

水性反応硬化形ｱｸﾘﾙ樹脂塗装

環境改善型ｱｸﾘﾙ樹脂エマルジョ ン塗装

水性反応硬化形ウレ タ ン樹脂塗装

水性反応硬化形ウレ タ ン樹脂ワニス塗装

Ｆ Ｐ フ ッ 素樹脂ペイ ント 塗

改修内容

屋根

アスフ ァ ルト 防水

(妻側ケラ バ)PL-1. 6成型　 FP

鋼材（ 詳細図参照） の上　 Ｆ Ｐ 塗

清掃《 高圧洗浄》 ・ 錆部分のケレ ン を行い、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗新設

外部アルミ 建具

清掃《 高圧洗浄》 を 行う

清掃《 高圧洗浄》 を 行い、 防水損傷部の補修後　 ウ レ タ ン 防水吹付(SPOR-300)。 アルミ 笠木(W300・ 700) ・ 水切り 脱着。

建具

屋外鉄骨階段

外部スチールド ア

清掃《 高圧洗浄》 を 行い、 再取付

アルミ 笠木W300・ W700 / アルミ 水切り  / EXP. J　 撤去

アルミ 笠木・ 水切り ・ EXP. J

シール

※打継目地・ 押出成型板ジョ イ ン ト 部分

建具・ ケラバPL・ アルミ 水切り 廻り

6

(竣工時)0. 5tフ ッ ソ 樹脂ラ ミ ネート 鋼板　 瓦棒葺・ 横葺　 　 (改修時)錆止め～変性エポキシ 樹脂下塗り 塗料／上塗り ～２ 液形ポリ ウ レ タ ン ト タ ン ペイ ン ト [商品： 日本ペイ ン ト 　 フ ァ イ ン ルーフ ]

シーリ ン グ15×10撤去

ク ラ ッ ク 補修-樹脂注入《 ク ラ ッ ク [0. 2㎜～1. 0㎜]》 、 清掃《 高圧洗浄》 を行う 　 ／　 タ イ ル浮補修-アン カ ーピ ン ニン グ部分エポキシ樹脂注入工法、 清掃《 高圧洗浄》 を行う

清掃《 高圧洗浄》 を 行い、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗新設(枠共・ 扉-両面)

薬液剥離剤工法(環境配慮型)を 行い、 下地処理-樹脂注入《 ク ラ ッ ク [0. 2㎜～1. 0㎜]》 後、 防水型複層塗材Ｅ (ゆず肌　 下地調整共)塗新設

(上段)： 薬液剥離剤工法(環境配慮型)を 行い、 防水型複層塗材Ｅ (ゆず肌　 下地調整共)塗新設　 　 (下段)： 薬液剥離剤工法(環境配慮型)を行い、 下地処理-樹脂注入《 ク ラ ッ ク [0. 2㎜～1. 0㎜]》 後、 防水型複層塗材Ｅ (ゆず肌　 下地調整共)塗新設

打継目地、 押出成型板ジョ イ ン ト 部分(タ テ目地)： ポリ ウ レ タ ン 系シーリ ン グ15×10にて打替　 382. 00ｍ。 建具廻り 、 ケラ バPL、 アルミ 水切： 変性シリ コ ン 系シ ーリ ン グ15×10にて打替　 277. 00ｍ。

外壁

布

改修部位

清掃《 高圧洗浄》 、 錆部分(ジ ョ イ ン ト 部分)のケレ ン を行い、 PL-1. 6成型 ビ ス止めによ り 被せて補修／Ｓ Ｏ Ｐ 塗（ 糸幅300mm以下） 新設

ＷＥ Ｌ ｱｸﾘﾙｴﾏﾙｼｮﾝ樹脂系デザイン塗材(なし 地)

Ｄ Ｐ

清掃《 高圧洗浄》 を 行い、 Ｄ Ｐ 塗(アク リ ルシリ コ ン 樹脂塗料　 B種)新設

耐候性塗装

[現状塗膜の上に]　 素地調整(高圧洗浄・ ケレ ン )の上、 エポキシ塗料（ サビ 止め） +フ ッ 素樹脂塗料

・ 清掃《 高圧洗浄》 は、 高圧ポンプ10ＭＰ a程度と する



意匠 Ａ 7

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４ 1/3001階平面図

社会教育総合センター改修工事

2
,2
00

4
2
,0
00

4
6
,4
00

2
,2
00

46 ,000

2,850 2,850

28,500

22,800

5,9005,7005,900

： 改修対象建物

-凡例-

： 改修項目**********

タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修

タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修

タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修

屋外鉄骨階段

高圧洗浄/ケレン後、 Ｓ Ｏ Ｐ塗

コンク リー ト 外壁部分全般

外部建具

(アルミ )高圧洗浄／(スチール ド ア)高圧洗浄後　SOP塗新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ クラ ッ ク補修後、防水型複層塗材E新設



意匠 Ａ 8

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４ 1/3002階平面図

社会教育総合センター改修工事

2
,2
00

2
,2
00

42
,0
00

46
,4
00

46 ,000

： 改修対象建物

-凡例-

： 改修項目**********

タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修

屋外鉄骨階段

高圧洗浄/ケレン後、 Ｓ Ｏ Ｐ塗

コンク リー ト 外壁部分全般

(外壁上段妻面)60t押出成型セメ ン ト 板

外部建具

(アルミ )高圧洗浄／(スチール ド ア)高圧洗浄後　SOP塗新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型)後、複層塗材RE新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ クラ ッ ク補修後、防水型複層塗材E新設



意匠 Ａ 9

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４ 1/300屋根平面図

社会教育総合センター改修工事

2
,6
00

49
,0
0
0

43
,8
0
0

46 ,800

2,600 2,60041,600

2
,6
00

勾配6/10

タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修

-凡例-

： 改修対象建物

： 改修項目**********

アルミ水切り撤去 ・ 復旧

アルミ笠木(W300 ・ 700)撤去 ・ 復旧

屋上防水 （ アスファル ト 防水 ）

屋根

屋根

高圧洗浄/下地補修後、 ウ レ タン防水吹付

素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装

素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装



意匠 Ａ 1 0

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中 原 建 築 設 計 事 務 所

図面番号

縮尺２０１４ 1/300立面図 1

社会教育総合セン ター改修工事

2
4
,5

0
0

9
,4

0
0

1
5
,1

0
0

36,000

6,000 30,000

12,000

タ イル貼部分 　 高圧洗浄 ・ ク ラ ッ ク補修 ・ 浮き部分補修
タ イル貼部分 　 高圧洗浄 ・ ク ラ ッ ク補修 ・ 浮き部分補修

コ ン ク リ ー ト 外壁部分全般 屋根全面

高圧洗浄後 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

外部スチール ド ア

高圧洗浄後 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

外部スチール ド ア

屋外鉄骨階段

高圧洗浄/ケ レ ン後 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

高圧洗浄後 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

外部スチール ド ア

外部アル ミ 建具

高圧洗浄

アル ミ 笠木(W300 ・ 700)撤去 ・ 復旧

： 改修対象建物

-凡例-

********** ： 改修項目

： ク ラ ッ ク (0.2㎜以上～1.0㎜未満) 　 [全面合計]116.9ｍ

： タ イル浮き 　300×300

※打継目地 ・ 押出成型板ジ ョ イ ン ト 部 ・ 建具廻 り ・ アル ミ 水切 り 廻 り の
シール15×10撤去 ・ 新設と する

シール15×10撤去 ・ 新設

外部アル ミ 建具

高圧洗浄

(外壁上段妻面)60t押出成型セ メ ン ト 板

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ ク ラ ッ ク補修後 、 防水型複層塗材E新設薬液剥離剤工法(環境配慮型)後 、 防水型複層塗材E新設

コ ン ク リ ー ト 外壁部分全般

(外壁上段妻面)60t押出成型セ メ ン ト 板

屋根

シール15×10撤去 ・ 新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ ク ラ ッ ク補修後 、 防水型複層塗材E新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型)後 、 防水型複層塗材E新設

妻側ケラバPL

高圧洗浄 、ｼﾞｮｲﾝﾄ部分のｹﾚﾝ、PL-1.6成型 ﾋﾞｽ止め被せ補修

(既設部)高圧洗浄後 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

妻側ケラバPL

高圧洗浄 、ｼﾞｮｲﾝﾄ部分のｹﾚﾝ、PL-1.6成型 ﾋﾞｽ止め被せ補修

(既設部)高圧洗浄後 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

屋根全面

素地調整の上 　 フ ッ素樹脂塗装

素地調整の上 　 フ ッ素樹脂塗装

素地調整の上 　 フ ッ素樹脂塗装



意匠 Ａ 1 1

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４ 1/300立面図2

社会教育総合センター改修工事

2
4
,5
0
0

9
,4
0
0

1
5
,1
0
0

屋外鉄骨階段

高圧洗浄/ケレン後、 Ｓ Ｏ Ｐ塗

タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修

タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修

タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修

コンク リー ト 外壁部分全般

屋根全面

外部アルミ建具

高圧洗浄

アルミ笠木(W300 ・ 700)撤去 ・ 復旧

： 改修対象建物

-凡例-

********** ： 改修項目

： クラッ ク (0.2㎜以上～1.0㎜未満) 　 [全面合計]116.9ｍ

： タ イル浮き 　300×300

※打継目地 ・ 押出成型板ジ ョ イン ト 部 ・ 建具廻り ・ アルミ水切り廻り の
シール15×10撤去 ・ 新設とする

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ クラ ッ ク補修後、防水型複層塗材E新設

素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装



意匠 Ａ 1 2

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４ 1/300立面図3

社会教育総合センター改修工事

2
4
,5
0
0

9
,4
0
0

1
5
,1
0
0

タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修

タ イル貼部分　高圧洗浄 ・ クラッ ク補修 ・ 浮き部分補修

コンク リ ー ト 外壁部分全般

屋根全面外部アルミ建具

高圧洗浄

アルミ笠木(W300 ・ 700)撤去 ・ 復旧

： 改修対象建物

-凡例-

********** ： 改修項目

： クラッ ク (0.2㎜以上～1.0㎜未満) 　 [全面合計]116.9ｍ

： タ イル浮き 　300×300

※打継目地 ・ 押出成型板ジ ョ イン ト 部 ・ 建具廻り ・ アルミ水切り廻り の
シール15×10撤去 ・ 新設とする

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ クラ ッ ク補修後、防水型複層塗材E新設

素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装



意匠 Ａ 1 3

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中 原 建 築 設 計 事 務 所

図面番号

縮尺２０１４ 1/300断面図

社会教育総合セン ター改修工事

5
,6

0
0

12,00036,000

6,000 30,000

： 改修対象建物

-凡例-

： 改修項目**********

タ イル貼部分 　 高圧洗浄 ・ ク ラ ッ ク補修 ・ 浮き部分補修
タ イル貼部分 　 高圧洗浄 ・ ク ラ ッ ク補修 ・ 浮き部分補修

タ イル貼部分 　 高圧洗浄 ・ ク ラ ッ ク補修 ・ 浮き部分補修

外部アル ミ 建具

高圧洗浄

外部アル ミ 建具

高圧洗浄

コ ン ク リ ー ト 外壁部分全般

屋根全面

屋根全面

シール15×10　 撤去 ・ 新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ ク ラ ッ ク補修後 、 防水型複層塗材E新設

(外壁上段妻面)60t押出成型セ メ ン ト 板

薬液剥離剤工法(環境配慮型)後 、 防水型複層塗材E新設

軒天
0.8tアル ミ スパン ド レル貼

軒天
0.8tアル ミ スパン ド レル貼

高圧洗浄後 、 Ｄ Ｐ 塗

高圧洗浄後 、 Ｄ Ｐ 塗

妻側ケラバPL

高圧洗浄 、ｼﾞｮｲﾝﾄ部分のｹﾚﾝ、PL-1.6成型 ﾋﾞｽ止め被せ補修

(既設部)高圧洗浄後 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

素地調整の上 　 フ ッ素樹脂塗装

素地調整の上 　 フ ッ素樹脂塗装



意匠 Ａ 1 4

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中 原 建 築 設 計 事 務 所

図面番号

縮尺２０１４ 断面詳細図 1 1/50

社会教育総合セン ター改修工事

外部アル ミ 建具

高圧洗浄

妻側ケ ラバPL

高圧洗浄 、ｼﾞ ｮｲﾝﾄ部分のｹﾚﾝ、PL-1.6成型 ﾋﾞｽ止め被せ補修

建具シール(4方)

妻側ケ ラバPL

建具シール(4方)

打継目地

打継目地

シール15×10撤去 ・ 新設

シール15×10撤去 ・ 新設

シール15×10撤去 ・ 新設

シール15×10撤去 ・ 新設

シール15×10撤去 ・ 新設

60t押出成型セ メ ン ト 板外壁部分

コ ン ク リ ー ト 外壁部分全般

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ ク ラ ッ ク補修後 、 防水型複層塗材E新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型)後 、 防水型複層塗材E新設

外部アル ミ 建具

高圧洗浄

外部アル ミ 建具

高圧洗浄

コ ン ク リ ー ト 外壁部分全般

屋根

高圧洗浄後 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

外部スチール ド ア

軒天

軒天

建具シール(4方)

タ イ ル貼部分 　 高圧洗浄 ・ ク ラ ッ ク補修 ・ 浮き部分補修

建具シール(4方)

建具シール(3方)

シール15×10撤去 ・ 新設

シール15×10撤去 ・ 新設

シール15×10撤去 ・ 新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ ク ラ ッ ク補修後 、 防水型複層塗材E新設

高圧洗浄後 、 Ｄ Ｐ 塗

高圧洗浄後 、 Ｄ Ｐ 塗

(既設部)高圧洗浄 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

素地調整の上 　 フ ッ素樹脂塗装



意匠 Ａ 1 5

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中 原 建 築 設 計 事 務 所

図面番号

縮尺２０１４ 断面詳細図 2 1/80

社会教育総合セン ター改修工事

高圧洗浄後 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

外部スチール ド ア

妻側ケ ラバPL

高圧洗浄 、ｼﾞ ｮｲﾝﾄ部分のｹﾚﾝ、PL-1.6成型 ﾋﾞｽ止め被せ補修

1
5
0

屋上防水 （ アス フ ァル ト 防水 ）

高圧洗浄/下地補修後 、 ウ レ タ ン防水吹付

アル ミ 笠木(W300 ・ 600)撤去 ・ 復旧

アル ミ 水切 り 撤去 ・ 復旧

タ イ ル貼部分 　 高圧洗浄 ・ ク ラ ッ ク補修 ・ 浮き部分補修

タ イ ル貼部分 　 高圧洗浄 ・ ク ラ ッ ク補修 ・ 浮き部分補修

外部アル ミ 建具

高圧洗浄

高圧洗浄後 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

外部スチール ド ア

アル ミ 笠木(W300 ・ 700)撤去 ・ 復旧

打継目地

建具シール(4方)

60t押出成型セ メ ン ト 板外壁部分

打継目地

軒天

タ イ ル貼部分 　 高圧洗浄 ・ ク ラ ッ ク補修 ・ 浮き部分補修

シール15×10撤去 ・ 新設

シール15×10撤去 ・ 新設

シール15×10撤去 ・ 新設

コ ン ク リ ー ト 外壁部分全般

コ ン ク リ ー ト 外壁(化粧壁裏)

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ ク ラ ッ ク補修後 、 防水型複層塗材E新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型) ・ ク ラ ッ ク補修後 、 防水型複層塗材E新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型)後 、 防水型複層塗材E新設

高圧洗浄後 、 Ｄ Ｐ 塗

妻側ケラバPL

高圧洗浄 、ｼﾞｮｲﾝﾄ部分のｹﾚﾝ、PL-1.6成型 ﾋﾞｽ止め被せ補修

シール15×10撤去 ・ 新設

(既設部)高圧洗浄 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

シール15×10撤去 ・ 新設

屋根

(既設部)高圧洗浄 、 Ｓ Ｏ Ｐ 塗

素地調整の上 　 フ ッ素樹脂塗装



意匠 Ａ 1 6

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４ 1/50断面詳細図3

社会教育総合センター改修工事

-屋外鉄骨階段改修内容-

・ 清掃 《 高圧洗浄 》 ・ 錆部分のケレンを行い 、 Ｓ Ｏ Ｐ塗新設

・ 屋根は、素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装

屋根

シール15×10撤去 ・ 新設

清掃 《 高圧洗浄 》 ・ 錆部分のケレンを行い 、 Ｓ Ｏ Ｐ塗新設

素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装



妻側ケラバ詳細図 1/10　1/200屋上防水　笠木 ・ 水切り詳細図 1/50

EXP . J笠木詳細図 1/10

PL-1.6　 Jo i nt

天井伏図

改修後

PL-1.6　Jo i nt

天井伏図

発錆部分ケレン

発錆部分ケレン

PL-1.6成型ビス止め　被せ貼

27箇所　×　2面　＝　54箇所

アルミ笠木W700　撤去 ・ 復旧

ケラバプレー ト
ジ ョ イン ト 部分

発錆部分ケレン

改修前

屋上防水(妻面頂部)

既設アスファル ト 防水の上
高圧洗浄 ・ 下地補修後、 ウ レ タン防水吹付新設

アルミ水切りW100　撤去 ・ 復旧

EXP . J笠木

シール15×10撤去

シール15×10撤去

シール15×10新設

シール15×10新設

シール15×10　撤去 ・ 新設

既設アスファル ト 防水の上
高圧洗浄 ・ 下地補修後、 ウ レ タン防水吹付新設

アルミ笠木W700　撤去 ・ 復旧

アルミ笠木W300　撤去 ・ 復旧

薬液剥離剤工法(環境配慮型)後、防水型複層塗材E新設

薬液剥離剤工法(環境配慮型)後、防水型複層塗材E新設

シール15×10　撤去 ・ 新設

PL-1.6成型ビス止め　被せ貼

アルミ水切りW100　撤去 ・ 復旧

PL-1.6成型ビス止め　被せ貼

既存　高圧洗浄後　 Ｓ Ｏ Ｐ塗

既存　高圧洗浄後　 Ｓ Ｏ Ｐ塗

素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装

素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装

意匠 Ａ 1 7

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４

社会教育総合センター改修工事

部分詳細図 図示

※改修対象外建物

* *
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素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装

素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装
素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装

素地調整の上　 フ ッ素樹脂塗装

意匠 Ａ 1 8

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４ 1/3屋根詳細図

社会教育総合センター改修工事



意匠 Ａ 1 9

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４

社会教育総合センター改修工事

1/801階平面詳細図1 ( 参考図 )

参考図



意匠 Ａ 2 0

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４

社会教育総合センター改修工事

1/801階平面詳細図2 ( 参考図 )

参考図



意匠 Ａ 2 1

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４

社会教育総合センター改修工事

1/802階平面詳細図 ( 参考図 )

参考図



意匠 Ａ 2 2

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４

社会教育総合センター改修工事

1/300建具記号図1

1階建具記号図 2階建具記号図

-凡例-

： 改修建具を示す(AW： 高圧洗浄　／　SD ： 高圧洗浄 ・ SOP塗)



意匠 Ａ 2 3

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４

社会教育総合センター改修工事

1/300建具記号図2

2'階建具記号図 R階建具記号図

SD
24

-凡例-

： 改修建具を示す(AW： 高圧洗浄　／　SD ： 高圧洗浄 ・ SOP塗)



意匠 Ａ 2 4

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４

社会教育総合センター改修工事

建具表1 1/200

： 改修建具を示す(AW： 高圧洗浄/SD ： 高圧洗浄 ・ SOP塗)

-凡例-



意匠 Ａ 2 5

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中 原 建 築 設 計 事 務 所

図面番号

縮尺２０１４

社会教育総合セン ター改修工事

1/200建具表 2

6
00

600

： 改修建具を示す(AW： 高圧洗浄/SD ： 高圧洗浄 ・ SOP塗)

-凡例-

24
SD

片開きスチールフ ラ ッ シ ュ ド ア

PL-1 .6 2 .3成型 　 枠見込100



意匠 Ａ 2 6

種別

図面名

工事名
図面訂正製図担当設計計画校閲

設　計　年　月

管理建築士
１ 級建築士登録第 ８ ４ ０ ７ ３ 号

井 波 信 夫
株式会社 中原建築設計事務所

図面番号

縮尺２０１４

社会教育総合センター改修工事

1/1000仮設計画図

-凡例-

： 　敷鉄板　 1 , 5 2 4× 6 , 0 9 6× 2 2 　 8枚

： 　仮囲い 　波型亜鉛鉄板塀　 　 H = 1 8 0 0 　延べ　 1 1 0 . 0 ｍ

： 　交通誘導員Ｂ 　 5 6人 ( 1 4日×2× 2人 )

： 　 ク ロスゲー ト 　 6 . 0 m× 1 . 8 m 　 1箇所

4
8
,0
0
0

Ｉ

Ａ

7 , 5 0 0

82 ,800

116

EXP . J

プール

武道館

Ｂ＆Ｇ海洋センター

（ 既存 ）

浄化槽

隣
地
境
界
線

　
４

３
，
６
３
６

隣地境界線　 １ ５ ２ ， ７ ２ ７

道路境界線　 １ ６ ３ ， ９ ８ ２

屋外スポーツ広場

隣
地
境

界
線

　
１
４
３
，
１
４

３

隣地境界線　 ９ ５ ， ０ ３ ２

２ ， ４ ０ ０

２
１
，

１
１
８

隣地境界線

隣
地

境
界
線

隣
地

境
界
線

　
４
７

，
０
０
９

隣地境界線　 ７ ５ ， ８ １ ８

隣
地

境
界

線
　
８
１
，
２
７
０

隣地境界線　 １ ４ ３ ， ４ ９ ８

前庭

駐車場

1
0
,9

0
9

道路

ﾌｪﾝｽ

作業用通路

ｽﾛｰﾌﾟ

EXP . J

仮囲い

仮囲い

6
,0

0
0

資材置場

敷鉄板

ク ロスゲー ト

10 , 9 0 9

道
路
境
界
線

　
８

６
，

３
６
２
　

道路

7
,5

0
0

芝

芝

芝 芝

社会教育総合施設

( 体育館側 ) ( ホール側 )


